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飯山市教育委員会

教育長 岩 崎 彌

飯山市は長野県の北部 に位置 し、山紫水 明で優れた 自然環境に恵まれていま

す。 また、古 く輝か しい歴史 をもち、その歴史の背景のなかで育 まれてきた数

多 くの文化財 も残 されています。 これ ら美 しい自然も価値の高 い文化財 も・ひ

としく私達飯山市民の祖先が残 して くれた貴重な遺産であ ります。これ ら貴重

な遺産 を知 ることは、ふ るさとを知 るこ とであ り、さらにふ るさ と飯 山の た ぐ

いな き良 さを知 るこ とでもあ ります。 また、そ うした先人の歴 史を学ぶことは、

過去 をみつめ なお し未来 を考 えるための礎になるものです。

一方で
、祖先が残 して くれた貴重な文化財が破壊 され、失 われるこ とは誠に

残念な ことであ ります。これ らを大切に保存 して後世 に伝 えることは、現在に

生 きる私達の責務で もあ ります。

照丘遺跡 は古 くか らその存在が知 られてお り、学会 においても注 目されてい

る遺跡であ ります。平成3年 、遺跡地 内にプール ・小体育館が建設 され るこ と

にな り、照丘高等学校 よゆ依頼 を受けて記録保存のための緊急発掘調査 を実施

しました。調査団長の高橋桂先生 をは じめ、調査貝各位 、作業員の方々な ど多

くの市民の皆 さんの御協力 を得て実施 し、初期の 目的 を達成す ることがで きま

した。

本報告書が広 く市民の皆様方 に読 まれ、私達祖先の生活 を偲ぶ とともに、地

域の将来 を考 える資料 として活用 されることを念願いたします。

平成4年3月20日



例 肖

てるさと てるおかいいやま

1本 書は、長野県飯山市大字照里2066番 地 ほかに所在す る照丘遺跡の緊急発掘調査報告書である。

2調 査は、県立飯山照丘高等学校のプール ・小体育館建設に伴って、同校の依頼を受けた飯山市教育委

員会が平成3年4月30日 よ り同年6月5日 まで発掘 を実施 し、整理作業 は同年12月 よ り実施 した・

3照 丘遺跡は、過去 において調査報告 がな されている(高 橋桂『飯 山市照丘遺跡 出土の弥生式遺物 につ い

て』1962・ 飯 山照丘高等学校r飯 山照丘高等学校敷地 内発掘調査報告』1978)の で、今 回の調査報告 を照

丘遺跡IIIと して報告 す るものである。

4今 回の調査 で発見 された主 な遺構 ・遺物は以下の とお りである。

弥生時代 中期後半か ら後期初頭 の竪穴住居趾6軒 ・同掘立柱建物趾.4棟 ほか

弥生時代 中期 ・後期 土器 ・石器 ・土製 品

5発 掘調査 は、飯山市教育 委員会 が下記 に掲げ る調査会 を組織 して実施 した。
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整理参加者

小林み さを(柏 尾)、 北 山けさえ(市 ノロ)。

6本 書の作成は、調査 主任常盤井 および調査員桃井が主体 とな り、田村 ・望 月が補佐 した・現場 写真 は

各調査貝が 、遺物写真は田村 の撮影 に よる。 なお、執筆 は分 担 して行 い団長高橋が統括 した・文責 は 目

次に明記 した。

7本 書で使 用 した方位 は、磁北で ある。

8発 掘調 査か ら報告書作成 に至 るまで 、下記の諸 氏 ・諸機 関か らご指 導 ・御協力 を賜 った・記 して感謝

申 し上 げる。(順 不同 ・敬称略)

百瀬長秀(県 文化課)・ 田中克己(光 明寺住職)・ 寺井一 男 ・常盤井和正(明 徳寺住職)・ 飯 山照丘高

等学校 ・飯 山市森林組合
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第1章 調 査 経 過

1調 査 に 至 る経 過

長野県立飯 山照丘高校 の前身は、昭和23年 県立下水 内郡高等女学校 が・新制高等学校 に昇格 して長野県

下水内郡飯 山南高等学校 と改称 して定時制課程 を設置 したこ とに始 まる・外様 ・太 田 ・永 田 ・常盤 ●豊井

の各分校 が設置 されたが 、昭和36年 には常盤 ・外様 ・太 田分校が統合 されて・照里地籍に照丘分校 が設置

された。 この後改築や 造成に伴 って 多くの工事 が実施 され るとともに・昭和49年 には南高か ら独立 して長

野県飯 山照丘高校 とな った。 さらに、昭和53年 か らは新校舎 の建設 が開始 され・照里地籍 の景観 も一変す

るこ ととなった。

この学校敷地 内に埋蔵文化

財が所在す るこ とは古 くか ら

知 られていたが、学 術的に論

じられたのは、昭和36年 に統

合分校 に伴 う工事 によって 出

土 した遺物 を報告 した高橋桂

氏が最初 であった。 また、昭

和52年 には新校舎建 設に伴 っ

て照丘高校 による発掘調 査が

実施 されている。 こ うした一

連の工事 などに より、敷地 内

の遺跡は大半がほぼ壊滅 した

と考 え られて いる。

平成2年 になって、県教育

委貝文化 課お よび照丘高校 よ

りプー

概要 を記す こ とにす る。

現 地 協 議H2・12・17

ル.小 体育館建設に伴 う埋 蔵文化財 包蔵地についての照会が 口頭で寄せ られた・以下に その経緯の

平成2年12月17日 、県文化課百瀬指導主事 ・照丘高校 手塚校長 ・同大蔵事務長 ・市文化財審議委 貝高橋

桂 氏および市教育委員会事務 局職員 で現地協議 を実施 した。その結果 ・学校整備 の一環 として破壊 を受 け

て きた場所 である ものの 、原地形は大 き く変化 していな いため建 物以外の場所では埋蔵文化財 が残 されて

いる可能性 が大 きい と判断 された。

同年12月20日 付 けで、県教育委員会教育長 よ り 『校舎改築 に係 る照丘遺跡(飯 山市)の 保護につ いて』の

通知が あった。保護措 置 としては記録保存 とし、発掘調査 を実施す る。必要経費は事業者 負担 とす る。発

掘調査 は市教育委員会 に委託 とす るなどが示 され 、計画書並 びに予算書が提示 された。

平成3年4月3日 付けで、飯 山照丘高等学校手塚六夫校長名 で発掘調査の依頼があ った。これに対 して

4月12日 付けで、教育長名で受 託する事 とし、発掘調査の計画書 を提 出 した。同16日 付けで飯 山市長 と照

丘高等学校 長の間で契約書 を取 り交わ した。

4月18日 、飯山市遺跡調査会調査団の委嘱 と会議 を開催 した。団長 に飯 山北高等学校教諭の高橋桂 氏・

調査主任 に常盤井智行 ・小林新 治両氏(照 丘遺跡は主任 に常盤井)、 調査員に田村混城 ・桃井伊都子両氏・

一1一



総括担当 として教育委員会事務局 の望 月が あたるこ ととなった。 また、照丘高等学校 の窓口 として、事務

長の藤沢次夫氏 ・事務 担当の滝沢俊一 氏に担当いただいた。

2調 査 と整理

A発 掘調査

今回発掘対象 となった遺跡は、照丘遺跡であ る。発掘総面積は約800m2、 調査期間 は4月 末か ら5月 末

までの約1か 月間 を予定 した。 そして、弥生時代 中 ・後期 の竪穴住居跡 の発見等 の成果 を もってお よそ予

定 どお りに発掘調査 を終 了 した。

今 回の調査 にあたっては 旧校舎造成等で遺跡が壊 されているか も知 れない との懸念が あったが、撹 乱部

が多い割には調査地全域に わた り遺構 を検 出す ることがで きた。 しか し遺物 の出土 は造成に よる撹・乱のた

めか遺構が 多い割 に少 なか った。

なお発掘期 間中2日 間に わた り照丘高校寺 沢教諭 引率 による3学 年生徒 の発掘体験学習 も行 われた。

以下発掘調査 の概要 を示す。

所 在 地

調査期 日

調査面積

調査結果

飯山市大字照里字長峰2066

1991(平 成3)年4月30日 ～同年6月5日

800mZ

縄文 時代:溝 状土坑9・ お とし穴1

弥生時代:竪 穴住居趾6・ 掘立柱建物4・ ほか 土器 ・石器 ・土製 品

江戸時代:土 砿墓1・ 鉄器 ・銭貨

整理作業は12月 よ り、旧第三 中学校寄宿舎で行 った。整理手順は遺物洗浄 ・図面整理 ・遺物ネー ミング ・

接合 ・実測 ・トレース ・写真撮影 であるが、洗浄 ・ネー ミングについては主 として作業貝 の方 々におねが

いした。

B調 査 日誌抄

1991(平 成3)年

4月18日(木)森 林組合 による調査 地の樹木伐採(～23日)。

4月23日(火)照 丘遺跡発掘調査

の 日程 ・地点確認等について照丘高

校 と打ち合 わせ 。発掘調査 前の地形

測量。発掘器材 の点検、作業 員の募

集等の発掘準備 を行 う(～25日)。

4月25日(木)㈲ 信濃測量による

周辺地 形測量(～26日)。 コ ン テナハ

ウス設置。

4月26日(金)器 材搬 入。重機 に

よる表土 除去。

4月30日(火)照 丘遺跡発掘調査

開始式 を現地 で行 う。引 き続 き調査

地の地 区割杭 打 ち ・ジョレンがけ精 深 い 穴 の 発 掘
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査等の作業 を開始す る。 トレンチ内

を便宜的に1～IV区 に呼び分け るこ

ととす る。

5月1日(水)1区 ジ ョレンがけ

精査 。部分 的に置土の厚い ところを

スコップで除去す る。調査地略図作

成。

5月2日(木)II区J～L-10～

12区 ジ ョレンがけ精査 を行 う。午後

雨のため現 地作業 中止。

5月7日(火)～8日(水)1区 遺

構掘 り下 げへ と移行。II区 検 出の竪

穴住居趾(SI1)よ り弥生時代 の土器
発 掘 風 景

等が ま とまって出土。溝状土坑 も確認 され る。照丘高校長視察(7日)o地 元向けの発掘だ よ り『かわら版照

丘』 を発行、関係者 ・見学者に配布す る(8日)・

5月9日(木)雨 のため現地作業中止。

5月10日(金)～11日(土)1区SI1遺 物分布状態写真撮影 ・実測 ・土層観察等の精査 を行 う(～16日)o

同区遺;構掘 り下 げ完 了に よる全体写真撮影。II区1～K-7～8区 ジ ョレンがけ精査へ と移行 ・照丘高校

事務局 滝沢氏他3名 ・第三 中学校教諭1名 見学(10日 九

5月13日(月)～14日(火)J～K-6～9区 ジ ョレンがけ精査 ・遺構掘 り下 げ続行・J～K-9～10区

にまたが り円形に位置す る柱穴群 を

確認。J-8区 の ピッ トよ り石鎌 出

土 。

5月15日(水)同 上 区遺構掘 り下

げ続行 。照丘高校長視察。照丘高校

寺沢教諭 と生徒 の発掘体験学習につ

いて打合 せ を行 う。

5月16日(木)～20日(月)J～1

-7～10区 ジ ョレンがけ精査 ・遺構

掘 り下 げ。J-8区 の ピッ トよ り甕

1個 体倒 立 して出土。1区 平板 測量

開始。照丘高校長 ・事務局滝沢氏他

2名 見学(16日)。17日 ・20日両 日に
測 量 風 景わた り照丘高校3学 年生徒 による発

掘体験学 習 を行 う(引率 寺沢教諭)a作 業員の方々の手ほ どきに よるジ ョレンがけ精査 ・遺構掘 り下 げの体

験、常 盤井 主任 による遺跡の説 明 と見学 を併せ て行 う。

5月21日(火)J～L-9～10区 遺 構 掘 り下 げ 。1区 平 板 測 量 完 了 。

5月22日(水)J～L-9～10区 遺 構 掘 り下 げ ほ ぼ 完 了 、M-9～10区 ジ ョレ ンが け精 査へ ・ 少 雨 の た

めか土が 固 く難行す る。

5月23日(木)M～N-9～10区 ジ ョレンが け 精 査 ・遺構掘 り下 げ 。II区 東 部 ミニバ ッ クに よ る調 査地
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拡張。東へ 向か って地 山が急 激に落 ち込ん でい ることがわか る。

5月24日(金)K～M-10～12区 ジ ョレンがけ精査 ・遺構掘 り下 げ続行。K-11区 で竪穴住居趾 の一部

分が確認 され る(SI5)。

5月27日(月)～28日(火)同 上 区ジ ョレンがけ精 査 ・遺構掘 り下 げ終 了によ りII区 精査 ほぼ完了。掘立

柱建物4棟 確 認。SI5内 ピッ トか ら壺胴部半分出土す る。

5月29日(水)II区 全体 写真撮 影。III・IV区 ジ ョレンがけ精査 開始。IV区 で円形竪穴住居趾が確認 され

る(SI6)。 両区遺構 掘 り下げへ と移行す る。照丘高校 長視 察。

5月30日(木)～31日(金)II区 平板測量開始。同区南端部 ミニバ ックによる トレンチ拡張。III・IV区 遺

構掘 り下 げ完 了に よる全体 写真撮影。発掘器材搬 出。PM4:00～ 教育委員会 ・照丘 高校 職員現地 見学 会 。

PM4:30～ 埋 文セ ンターにて発掘終 了式 を行 う(31日)。 『か わ ら版照丘』No.2発 行(31日)。

6月3日(月)～4日(火)III・IV区 平板 測量 ・遺物 とり上 げ。

6月5日(水)III・N区 平板測量 ・遺物 と り上 げ作業に併行 して発掘器材の撤収 を行 いすべ ての現地作

業 を終了する。照丘高校 長視 察。

調 査 参 加 者
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第2章 遺跡の位置 と環境

1地 理的環境
と ざま

駈 遺跡は灘 丘陵の北端部・飯山市大字羅 懇 峰2・66番地ほかに所在すゑr、遺跡腰 の外辮 ・東

の縫 平の低湿地に挾まれ、外様平から流れ来る広井川と、北部から流れ来る今井川が千曲川に舗 す糞

地点にある.日 本一の大河千曲川が、長野県に残撮 後の盆地が飯山盆地である1£ちすこの飯山禦 は西に関

曲山地、東は東部山地、南は高社火山に囲まれた盆状の低地であるお盆地は南の蓮か ら北の太田までの・

南北の長 さおよそ15km、 東西の幅は最も広v・ところでおよそ6kmで ある・長野県内の盆1也の中では小さい

盆地 の一つで ある。 この盆地 内にはい くつかの丘陵 と

図1飯 山盆地 とその周辺の地形区分

平坦地が発達 し、中央部を千曲川が北に流れている。

平坦地は千曲川やその支流が形成した沖積平野であり、
き じま

川の東側 を木島平 と呼び、西側の長峰丘陵 と関田山脈

に挾まれる地域は外様平 と呼ばれている。

長峰丘陵は飯山盆地の中央部をほぼ南北に走る丘陵
あり お と がり

である。飯 山市街 地北の有尾か ら戸狩 にか けて細長 く

分布 し、南北お よそ7km、 東西の幅は最 も広い ところ

で1.2kmで あ り、標高は最高値416mで あ る。盆地底

か らの比高で約100mで ある。丘陵 の東麓線 は=極めて

直線的 に延び、丘陵の斜面 も急傾斜 を示 している・ こ

れに対 して、西側 は比較 的曲線的であ り、斜 面 も緩 い

傾 斜 を見せて いる。丘陵の北端は戸狩地籍 で消滅す る。
やなぎはらふじ き

外様 平は、南 は柳原藤 ノ木か ら始 ま り、北の太田地
そ ね

区曽根にかけて、南北約9km、 幅約1.5kmの 細長い低

地 である。盆 地西側 の山沿いには、小規模 な扇状地が

連続 してお り、南か ら皿川扇状地 、笹 川扇状地 、滝沢

川扇状地 な どが隣接 し合 って、複合扇状地 を形成 して
みなみじょう

いる。南部 の藤 ノ木や 南条での標 高は約315mで 、比

較的起伏 に富んでお り、扇状地の発達 と合 わせ て小規

模 な丘陵地形が認め られ る。 これに対 し、北部 の小泉や戸狩では平坦 とな り・その標高 は約315mで ・P

狩の最 も低 い ところでは312mと なっている。 これ よ り北へ行 くと標 高は次第に増 して曽根で は450mと

なる。中央部の滝沢川扇状地は、西音眺 轄 山に源を発 して喉 駆 を淋 下る滝沢川はそこで藤ノ木
お さき

か ら北流 して きた広井川 と合 流 してさらに北へ流れ、尾崎 ・小泉沖 を流れて戸狩地籍 で・長峰丘陵 の消滅

す るの を待 っていたかの ように、その先 をかすめ て、千曲川に合流す る。 また、北部では今井 川が南 に流

れて同 じ く戸狩 で千 曲川に合 流す る。

常盤平 は、長峰丘陵 と千 曲川 とに挾 まれ た平坦地 であ り、千曲川の氾濫堆積物 によって形成 された沖積

平野 であ る。灘 平の西縁 は長峰丘陵の東縁 と一致 し、ここを国道117号線が走ってv・る・長峰丘陵の南端か

ら北端 までがその長 さであ り、千 曲」IIに挾 まれたこの低 湿地 は、常 に千曲llの 水害 を受け てきた地域で あ

る.千 曲川の左岸沿いの縄 から雛薪苗にかけての地域は、周 りより数メー トル働 に高 く・自然堤防 と
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図.2 遺 跡 の位置
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うえ のおおくら ざき

なっている。 また、北東部 にあたる大倉崎か ら上野にかけての地域 は、平 らに比べ て7～9m程 標 高が高

く自然堤防 ではない。 この常 盤平 も戸狩地籍 で狭 ま り消滅す る。

以上 述べ たよ うに飯 山盆地 は、南か ら北 にかけ て緩やかな傾 斜 をもって下 り、北部の戸狩 地 区にお いて

一番低 くなってお り、外様平 と常 盤平に狭 まれた長峰丘陵 も戸狩において消滅す る・飯 山盆地 をゆ っ くり
にしおおたきゆ たき

と蛇行 しなが ら流 れ下 った千曲川 も、戸狩 以北か らは狭窄地帯 に入 る。湯滝 、西大滝か らは急流 となって

流下 し、新 潟県に入 り信濃川 と名 を改め 日本海に流れ込 んでいる。

飯 山地方の気候 は、夏型 と冬型 の二面性 を指 摘す ることが で きる。夏の気候 は内陸盆地型で あ り・夏の

日盛 りには高温 とな り、4月 ～9月 までは比較的雨が少な く乾燥す る。特に4、5月 は雪消 え と同 じに ・

著 し く乾燥す る時期 であり、 しば しばフェー ン現象が起 こ り、火災発生の時期 で もある・ また冬 の気候 は

一 口に言 えば裏 日本型で ある。冬が訪 れる と、大陸は急に冷却 して厳 しい寒 さとなる・東 アジアの中で も

シベ リア を中心 として非常に寒冷な気団が発生 し、それが暖かい太平洋方面 に向かって流れ出 して くる・

これが冬の季節風で、一一般には北西風 とな る。この季節風は元来乾燥 した大陸の内部 か ら吹いて くるので

あ るか ら、水分 が乏 しいわけ であるが、途 中 日本海上 を吹 き抜けて くる間に、多量の水 蒸気 を供給 され・

日本に上 陸 して、山脈 によって上昇 されて冷や され、裏 日本 に雨や雪 を降 らせ るようにな る・飯 山盆地 の

西側 に聾 える関 田山脈 は高 さ1000m内 外の浅 い山なので・裏 日本に吹 きつ ける季節風が充分上昇 しないで

この山地 を越 えて吹 き下ろす ので、飯 山地方には湿度 の高 い雪が降 り、深雪地帯 とな る・飯 山地方 の積 雪

量 を言い表す言葉に、 「一里 一 尺」 とい う言葉 があ る。これはJR飯 山線 を南か ら北へ 向か って一里進む

と、一尺積 雪が 多 くな るこ とを意味 している言葉 であ る。東西 的には この差が一段 と強 く・飯 山盆地 を東

か ら西 に半里進む と一尺積 雪が多 くなる。屋根の雪下 ろしを例 に とって見 ると、戸狩地区では3回 であ る

のに、北西の方角 の小境や顔 戸では4回 雪下 ろ しをす ると言 う具合で ある・ この よ うに冬の積 雪量は・狭

い飯 山盆地の 中で もか な りの差があ る。雪が 多い飯 山であ るが、雪が 多い とい うこ とは、雪が断熱材 の働

きをして、雪 の下 に埋 もれて いる動植物 に とっては、暖か く冬 を越せ る と言 う事 もある・飯山市の市花 で

あるユ キツバ キな どはその代表的な ものであ る。

参考引用文献

『外様村史』飯 山市公民館外様支館1957

r飯山市誌 自然環境編』飯山市 ・飯 山市誌編纂委員会1991

皿 皿 飯山地域気象観測所(小沼)ロ 信濃平スキ蝪(顔 戸)

図31987(昭 和62)年 飯山盆地における積雪量の差
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2歴 史的環境
みす ほ たい しばやし せき ざわ

旧石器時代 飯山市は旧石器時代遺跡の宝庫である。特に瑞穂地区の千曲川段丘面上には太子林●関沢●

邑窺等の遺跡が十数か所密集 し、県内ひいては全国的にも有数の旧石器時代遺跡群 を形成 している・これ

らの遺跡は標 高に よって様相が 異なる傾 向を示す。すなわ ち海抜350mの 等高線 よ り上 ではナ イフ形石器

を持つ遺跡が顕著であ り、それ以下 では尖頭器 を持つ遺跡が顕著であ るとい う傾 向であ る・照丘遺跡 のあ

る長駈 陵でも笑募 縮 訂 ・舗 描 ・熊 ・撮 などの旧硲 の遺跡があるが、鵬35・m以 上で・ナ

イフ形石器が採集されてお り対岸の瑞穂士也区と同じ傾唖 賭 がえる・

縄文時代 飯山市内の草創期の遺跡で代表的なのは示佐原遺跡である・昭和44(1969)年 に発掘 され表裏

縄文土器が多量に出土した。近年再びこの遺跡が研究者の間で注目されている・長峰上では針湖池でやは
うえ の

り表裏縄文土器が採集 されてい る。 また上野遺跡で も有舌尖頭 器が出土 してい る・
レ み か おかるまくりゅうこおかやま うわだん

早期 は押型文土器が 岡山上段 ・北竜湖 ・干三 ヶ丘 などで出土 してい るが・大規模 な遺跡 はない・

前期になると集落が発達する.撫 跡1ま梶 式土器の標式遺跡である.繕 遺跡も丘頂 を囲むよう

に竪穴住居趾が7軒 発見されており、諸磯系の土器が多量に出土している・真宗寺裏では有尾式土器が採
おかみね

集 されてお り、岡峰遺跡では小 形の

竪穴住居肚 が2軒 確認 され、ループ

文土器等が出土 している。

中期は八 ヶ岳 山麓が縄文文化 の中

心地 とな り縄文農耕 す ら予想 されて

いるが、北信 においては中期 の遺跡
あ き つ ふかさわ

は顕著ではない。秋津深沢遺跡が 多

量の土偶 を出土 した遺跡 として有名

である。上野遺跡で少量 の中期土器

が出土 して いる。

後.晩 期 の遺跡 も多 くはない。代 鮭 、
みやなか

表的なのは宮中遺跡で、後期の石棺
こう ど

状遺構が多数検出されている。顔戸
み なみ き の した

南木ノ下遺跡では後期の鉢が出土 し

ている。

弥生時代 長峰丘陵 と外様平の西

縁扇状地は弥生時代遺跡の密集地で

ある。今わかっているだけでも40か

所 を越える遺跡がある。中期は中野
くりはやし

市栗林遺跡を標式 とする栗林式土器
はこ し

が出土 してお り、後期 は長野市箱清
みず

水遺跡 を標式 とす る箱清水式土器 を

出土 し、当地 が北信地方一体の土器

文化 圏に含 まれていることが わかる。

代表的な遺跡 として小 泉遺跡がある。

工場 団地造成 に伴 う昭和63(1988)年

照 里1号 墳

照 里8号 墳
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1柳 沢A(縄 ・古)2柳 沢B(弥)3鶴 屋 敷(弥)4桜 沢(平)5小 境(弥 ・平)6押 出(弥 ・古)7顔 戸館(中)

8顔 戸 第5(縄)9顔 戸 大天狗(弥)10北 木 ノ下(弥)11顔 戸 南木 ノ下(縄 ・弥)12顔 戸 道下(縄)

13釜 渕(縄 乳弥)14布 施 田神社(平)15笹 川(縄)16真 宗 寺裏(先 ・縄 ・弥 ・平)17岡 峰(縄 ・弥 ・平)

18旧 照 丘小学校(弥)19光 明 寺 前(弥)20照 丘(弥 ・古)21照 里 古墳群22茶 臼 山古墳群23大 塚(先 ・弥 ・

平 ・中・近).24大 塚 古墳群25尾 崎 館(中)26小 泉(弥)27柳 町(弥 ・古)28山 崎(弥)29尾 崎 南(先 ・弥)

30東 長 峰(弥)31西 長 峰(弥)32下 林(弥)33法 寺(弥)34水 沢(弥)35下 水 沢(平)36針 尾 池(先 ・縄 ・

弥 ・平)37北 原(縄 ・弥 ・平)38東 源 寺(先 ・平)39お 茶 屋(縄 ・弥)40大 池 古墳群41上 野II(平)

42上 野(先 ・縄 ・弥 ・平)43大 倉 崎館(中)44上 野 古墳45大 倉 崎(先 ・縄)

図4調 査地 周辺 の遺跡.1:25,000
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～平成3(1991)年 にわたる発掘調査で百棟を越える住居趾が検出され、碧玉製玉類を出土する組み合わせ

式木棺墓が多数検出されている。弥生時代の稲作が冬期の多雪を障害 としていなかったことをよく物語っ

ている。
やなぎまち

古墳時代 古:墳時代の集落跡は発見例が少ない。その中で柳町遺跡は前期の遺跡 として貴重である。竪

穴住居趾が検出され、北陸地方と強い類縁性のある土器が出土 している。上野遺跡でも前期の竪穴住居趾

と方形周溝墓が検出され、竪穴住居の構造 ・出土土器 ともに北陸地方に強い類縁性をもつ。古墳は長峰丘

陵上に点々 と存在する。かつては20基 以上 を数えたが、今は当遺跡東北の照里8号 墳をはじめ8基 が確認

できる。大塚:茶臼山古墳は直径30mを 越える市内最:大の円:墳である。また第三中学校建設造成時に直径25

mの 古墳周溝跡が検出され調査されてお り、和泉式期の高杯 などが出土している。長峰丘陵上では今のと

ころ確実に横穴式石室をもつ古墳はない。

照里8号 墳は今回測量調査 を実施 した。その結果直径ないし一辺が18mを 測る円墳ないし方墳であ り、

高さ2.8mを 測ることが判明した。

平安時代 古墳時代後期横穴式石室:墳がないことは前述したが、それに続 く飛鳥 ・奈良時代の遺跡 も今

のところ発見されていない。再びこの地に開発の鍬が入るのは平安時代になってからである。実年代 でい

えば9世 紀後半から10世紀にかけて当地に多くの 「農村」が開拓 されたことが、外様平 を中心 とする当該
きたはら か じ た あさひまち

期の遺跡によって推察することができる。代表的な遺跡 として北原 ・鍛冶田遺跡を中心 とする旭町遺跡群

があげられる。北原遺跡では鍛冶遺構が多く検出され、農業に欠かせない鉄製品を生産 していたことが知

られる。また北隣の岡峰遺跡でも竪穴住居趾が検出されている・

中世 中世は現在の集落が成立 しはじめた時代であり、また争乱の時代でもあって、関田山脈東麓の峰
かまぶち

峰に点々と山城が築かれた時代でもある。代表的な遺跡 としてこれら山城のほかに釜渕遺跡などがある・

釜渕遺跡では全国的にも珍 しい鳥形木製品をは じめ、永仁4年(1296)銘 の木簡、能登半島で焼かれた珠洲
とき わ まき

焼 などが出土 している。今 後 山城 な どの調査が進めば、文献 もとぼ しい中世常岩の牧 の具体 的様相 も しだ

いに明らかになってゆ くに ちがいない。

参考引用文献

『村史ときわ』常盤村史刊行委員会1968

『飯山の遺跡』飯山市教育委員会1986
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第3章 遺跡の概要

1遺 跡の概要と過去の調査

照丘遺跡は長 峰丘陵 の北端 、飯 山市立第三 中学校敷地 内 と長野県飯山照丘高等学校 敷地内に存在す る遺

跡の総称 であ る。遺跡 の主体 的年代は弥生時代 と古墳時代 である。北接 して光 明寺 前遺跡 があ るが照丘遺

跡 と内容が等 し く両者 は一連 の遺跡 と考 えられ る。

現在遺跡地は両校 造成工事 によって大 き く改変 されているが 、その工事 に伴 って、時には造成工事 のブ

ル ドーザーが動 く中で発掘調査が行 われてい る。

昭和37(1962)年 の調査 昭和36年4月1日 をもって飯 山南高校定時制分校が統合 され ること とな り、そ

の位 置が現在 の照丘高校 の地 に決定 、昭和35年 よ り校舎建設工事が始 まった。

翌37年4月 よ り第2次 工事 としてグラン ド整地工事 が始 まった。 その時、同年4月 よ り同校 に赴任 した

高橋桂 が弥生時代の遺物 が出土 しているの を発見、飯 山北高校地歴部や飯 山南高校郷土研 究 クラブの応 援

をうけてブル ドーザーに よる作業 の暇 をみ て遺物の採集 につ とめ た。 出土遺物 には土器 と共に木製品3点

(図6)が あった。

木製品はB地 点か ら出土 し、弥生 時代 中期の土器 と共伴 している。1は 長 さ31cm、 幅9cm、 厚 さ2～2・5

cmの 長方 形木器 で、長径の両端が斧状工具 で削 られてお り一端 は舳状 にやや尖 る。表面は ノミ状工具 によ

る整形痕 が残 る。材 はナ ラの板 目材である。2は 現存幅11cm(推 定12cm)、 同長47cm、 厚 さ4～4・5cmの 板材

で、一端 は方形 の くり込みが ある。材は クリで ある。3は 現存長115cm、 幅10cm、 厚 さ8・5cmの 角材 で一端

が 「L」 字形に切 り込 まれ ている。材はナラで ある。2・3は 建築用材 と考 え られ る。

8月 には第3次 工事 として工業科校舎敷地の整地作業 が行 われたが 、それに先だ って夏季休 暇中の三 日

間ではあ ったが、消滅 してゆ く遺跡の一端 で も確認 しようと、神 田五六 、桐 原健両氏 と、高橋桂 が中心 と

な り、飯 山北 ・南両高校 の地歴部 ・郷土研 究クラブ員の応 援の もとA地 点に試掘溝 を設けて調 査す るとと

もに4月 以来採集 された遺物 の整理 を行 った。

A・B両 地点か ら出土 した土器 は弥生時代 中期後半の もので、栗林式 でも後 出的様相 をもつ ものである。

石器 はB地 点か ら石槌や 、擦 り切 り手法で製作 され たいわゆ る栗林式磨製石斧 と呼ばれている片刃の小型

磨 製石斧 などが4点 出土 している。他に土製紡錘車が1点 あ る。

この発掘 によって照丘遺跡 が弥生時代 の集落跡 であることがはっ きりした と同時に、工事 中 とい う悪条

件 であ りなが ら情熱 をもって調査 され たことに対 して深 く敬意 を表 したい。弥生時代の建築用材 の出土 は

これ以 降飯 山市 内ではみ られないのである。

翌38年 夏には現 グラン ド東北隅付近 で貯蔵 穴が発見 されてい る。

昭和42(1967)年 の調査 昭和42年4月1日 をもって太 田 ・常盤 ・外様 ・岡山の4地 点の中学校 が統合 し

て飯山第三 中学校 として発足 した。その建設用地 として現在の地 が選定 され、5月 か らブル ドーザーに よ

る地均 し工事が開始 され た。 その際ここは弥生 時代 の遺跡地であ り工事 に際 しては十分な注意 をす るよう

に と教育 委員会 に対 して、高橋桂 が要望 していた。そ して折 をみては飯 山南高校照丘分校 の考 古学 クラブ

員 と現場 を見てまわったので ある。そ して7月 中旬 に至 り地均 し工事 によって露呈 したローム層内に点々

と認め られ る黒色土 中か ら土器が出土 してい ることをクラブ員が発見 、高橋に報 じたのである。8月16日 、

夏休 みで帰省 していた国学院大学生木村幾 多郎、宮崎博両氏、秋津の松沢芳宏氏 とともに遺跡 を調査 、大

規模 な環 状周溝遺構 であるこ とを確 認、直 ちに工事 の延期 と調 査の必要1生を教育委員会へ 申し出て19・20
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図5照 丘遺跡 と照 里古:墳群1:5000
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日の両 日にわたって国学 院大学永峯光一氏の指導 の もと発掘調査が行 われたのである。

発掘地点は現 第三 中学校体育館付近であ り、西へ 開 く沢に挾 まれ た小舌状台地 の頂 点にあた り、東 は常

盤平 と千曲川、西 は外様平 を一望す ることがで きる。

検 出された周溝は、南側 がす でに破壊 されていた ものの北側 は表土が削平 されただけの状態 で残 されて

いた。周溝の直径 は外周で約26m、 内周で約20mを 測 る。内壁 はゆ るい傾斜 で溝底 に至 るのに対 し、外壁

は比較的急角度で掘 り込 まれている。深 さは深 い所 で70cm。 周溝 内か らは溝底 に接す るか少 し浮 いた状態

で土 師器が部分的に集中 して配 置され たかの ような状 態で出土 して いる。

出土 した土師器 は高杯17、 壺1、 増2、 杯4で あ り、和泉 式の新 しい時期 におかれ るもので ある。 あえ

て実年代 を示せ ば、古式須恵器 が共伴 し始め る頃すなわち5世 紀後半代 といえよ うか。

この周:溝の性格 につ いては報文 では 「古:墳の系譜 を引 く埋葬形式」 と慎重な記述 をされてい るが、調査

した高橋桂 も今 では古墳の周濠 と考 えている。 なお この古墳 周濠 につ いては本報告 で照里9号 墳 と命名 し

た。

またこの ような周溝が本例 だけでな く、ブル ドーザーに よる削平個所 を丹念に調査 した ところ他 に2～

3か 所存在 した と報告 されてい る。

この発掘 で古墳 の周濠が検出 された意義 は大 きい。周溝内へ の土器供献(あ るいは土器 を用 いた祭祀)

という方 形周溝墓 的要素 を もち、葺石 ・埴輪 という古墳的要素 をもたない とい う特色 は当地の古墳 の特性

をうかが う良好 な資料 となった。長 峰丘陵北縁部には、第三 中学校 の南 に照里1号 墳(円:墳 、径18.Om、

高2.8m)が 、照丘高校東北 に照里8号 墳(円 ないし方、径18m、 高2.8m)が あ り本古墳はその 中間地 にあ

たる。他 に も2～3か 所 同例が ある とす れば 当地は同規模 の円墳か らなる古墳群 と考 えることがで きる。

その年代 も当例 か ら、5世 紀後半には築造がす でに開始 されていた と考 えられ よう。 またすでに削平 され

地表に痕 跡 を とどめない所 で も古墳の痕跡がみつか る場合 があ るこ とを実証 したこ ととなった。

昭和52(1977)年 の調査 昭和52年 飯 山照丘高校校舎 改築 に伴 って、 同校が調査主体(宮 林秋 男校長)と

なって実施 された。調査 は同校教諭であ り日本考古学協会 員の小林幹男教諭が担当 し、児玉 卓文 ・吉 岡知

雄 ・関和行同校教 諭の指導 の もと同校考古学 クラブ員 によって、7月16日 か ら7月30日 までは夏季休業 を

利用 し、以降10月8日 までは土 曜 日、 日曜 日を利用 して実施 された。

調査地点は敷地内南端 のゆるやかに西に傾斜す る所で、約500mzを 発掘 した。

検 出された遺構は弥生時代後期の竪穴住居趾4、 円形の溝 を伴 う特殊遺=構1、 溝状土坑3で あ る。

竪穴住 居趾 はいずれ も隅丸方形 ないし隅丸長方形 プランで、1・2号 が重複 し、3・4号 が重複 してい

る。規模 は1号 が長径2m、 短径1.2m、2号 が推定 で1号 と同規模 、3号 が長径2.15m、 短 径1.9m、

4号 が長径3.2m、 短径2.Omで あ りいずれ も小形 である。

この発掘調査 は高校 が主体 とな り、同校教 諭 ・考古学 クラブ員 の手 で行われたこ とに意義 があ る。 また

調査後 竪穴住居が学校 敷地内に生徒の手で復 元され 、冬期 におけ る室 内の保 温効果や雪に よる建築材の破

損状況な どが観測 され報告 されているこ とも特 記され る。

参考引用文献

高橋桂 「飯山市照丘遺跡出土の弥生式遺物について」 『信濃』14-111962

高橋桂 「長野県飯山市照里環状周溝調査略報」 『信濃』20-41968

小林幹男 ・児玉卓文ほかr飯 山照丘高等学校敷地内遺跡発掘調査報告書』長野県飯山照丘高等学校1978
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図6昭 和36(1961)年 の調査(高 橋1962)よ り転載
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図7昭 和42(1967)年 の調査(高 橋1968)よ り転載
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図8昭 和52(1977)年 の調査1(小 林 ・児玉1978)よ り転載
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図9昭 和52(1977)年 の 調査2(小 林 ・児玉1978)よ り転載
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2照 里古墳群

今 回、調査地 に東接す る照里8号 墳の測量調査 を実施 した。 また照里古墳群 についての記述が報文 に よ

って不統一なのでここで整理 してお く。

照 里古墳群

r村 史 ときわ 』では 「常盤 には、「信濃史料」第一巻上(考 古 資料 篇)に よる と、現 存す る古墳 はわず か

に次の三基だけ との ことであ る。す なわち、照里一号墳(円 墳)、 照里二号墳(円 墳)、 大塚古墳(円 墳)

の三つ である。

しか し、踏査の結果では、 このほかに長峰丘陵全体 で十七基の古墳が あ り、その うち、大塚以北だ けで

も、大木 氏山林 中に三基、高橋 氏山林 中に一基が存在 して いる。 これ らはいずれ も:墳高___.メー トル内外、

:墳径 も五 ～六 メー トル という小 規模 な円墳 で、ボー リングの結果では無石廓式の ものであ る。

大塚古墳 は数十年前 に盗掘 され、照里二号墳 は畠にな らされて しまって原形 を留めず、 ともに現在 は資

料価値に乏 しい。ただ し、数年前に寿区尾崎か ら出土 した とい う直刀があ り、また大塚 のあ る農 家の収蔵

している王聯醤の勾玉 な どか ら、長峰丘陵上 に築造 された古墳 は、いずれ も後期後半の ものであ るこ とが わ

かったのである」(桐 原健 「常盤の あけぼの」 『村 史 ときわ』196827・28ペ ー ジ)と あ り、照里2号 墳

はすでに畠にな らされた と記 されている。

r遺 跡分布調 査報告1』 では、種別 ・範囲 ・規模 ・現況 の欄 で 「1号 墳 が径18・5m、 高 さ2・8m、2号

墳が径16.7m、 高 さ2.2m、3～7号 墳が径6～8m、 高 さ1～2m、8号 墳が径15m、 高 さ3m」 と記

され、遺 構 ・遺物の欄 で 「下水 内郡誌 による と北端 の古:墳で嘉永年間に直刀 ・鎧絨の類が 出土 してい る と

いうdと 記 され 、位 置 ・地形の欄 で 「「下水内郡 誌」によると戸狩地籍の古:墳は総計17基 とあるが、現在確

認で きるものは8基 にす ぎず 、従来か らの1号:墳 ・2号 墳 及び飯 山第三中学校南側の 山林 中の5基 連続 す

る もの を北か ら3・4・5・6・7,と し、照丘高校 の北東山林 中の もの を8号 墳 とす る。「照里遺跡」にお

いて検 出されている円形周溝 は、本古墳 中の周溝のみの確 認 と考 えるのが妥当 と思 われ る。地籍範 囲 とし

ては 「照里遺跡」 とほぼ重な るd(長 野 県飯 山北高等学校地 歴部OB会 『遺跡分布調査報告 』11977

36ペ ー ジ)と 記 されてお り、照丘高校東北 山林 中の もの を8号 墳 としてい る。

r飯 山の遺跡 』では1号:墳 か ら7号 墳 まで を 『遺跡分布調査報告1』 に準 じ、昭和42年 の調査で検 出 さ

れた円形周溝遺;構を8号 墳 としている(r飯 山の遺跡』飯 山市教育委貝会198647ペ ー ジ)。

ここでは基本的にはr遺 跡分布調査報告1』 に したが い、第三 中学校か ら小 泉へ下 る道 の南に現存 す る

もの を1号 墳、 畠にな らされて現存確認で きない もの を2号 墳、照丘高校 東北山林 中に現存す るもの を8

号:墳、昭和42年 の調査 で検 出 された円形周溝遺構 を9号 墳 として整理す る(図5)。 第三 中学校 南の丘頂 に

南北に並ぶ3～7号 墳 は規模 が小 さく古:墳とすべ きか どうか迷 うところだが、便宜上照里古墳群 に含 めて

お く。 『村史 ときわ 』に記 され る大木氏 山林 中の3基 、高橋氏 山林 中の1基 は大塚古:墳群 に含 まれる もの

であるが、形態 ・立地 ともに照里3～7号 墳に似 てい る。

古墳群 の築造年代 についてはr村 史 ときわ』の中で桐 原氏が後期 後半 の もの とされているが、9号 墳 出

土 の土器は和泉期 の もので 中期後半にさかのぼ る。む しろ横穴式石 室墳 でないことを積極 的に評価すれば・

中期か ら後期初 頭に築造 の中心があ ると考 えてい る。

照里8号 墳(図10)照 丘高校東北に位置す る。長峰丘陵は西斜面はなだ らかであ るが東斜面 は急崖 で あ

る。8号 墳 は長 峰丘陵頂部平坦面の東端 にあって、少 し東へ張 り出した小尾根の先端 に築か れている。古

墳 の西は第三 中学校 ・照丘高校への通学路 で切通 し とな っているが、かつ ては丘頂 と一連 の平坦面で あっ

た。
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古墳の現況は山林 で、杉 の植林 となって いる。古墳 西には墓地 があ り・墓地 に東接 して幹囲250cm程 の

ケヤ キが ある。墳頂か らケヤ キにか けて盗掘 と思 われ る4m×2m程 の穴がある・ 『下水 内郡誌 』 による

北端 の古墳が この8号 墳 を指 すのであれば、嘉永年間 に直刀 ・鎧繊 の類が出土 した とい う穴か もしれない・

穴には石等 は見あた らず 、主体部は石 室等でないこ との一傍証 となう つ・

墳形は、等高線 をみる と北 および南余斗面は円 を描 くが、東斜 面は直線 白勺で ある・測量 図か らは方墳 の感

が強 いが 、今の ところ方墳 か円墳か決めかね る。

古墳 の西南(墓 地の南)は 少 し くぼ んでお り、丘陵高所側 に掘 り割 り等の施 設があ るもの と考 えられる・

規模 は、西 の墳裾 を墓地南の くぼ地か ら判 断 して墓石の西 に求め ・他は墳裾が比較的明瞭なの でそこに

求め る と、東西18m、 南北18mと なる.高 さは丘陵高所 の西側 で約 ・・5m・ 東側 で約2・8mで ある・駈

東 には幅約7mの 平坦 面があって、墳丘 の量観 をきわ出たせ てい る・墳頂平坦 面1ま西側がやや変形 し嚇

ではないが 、およそ東西 、南北 とも9m程 で墳丘全長の約2分 の1で ある・

葺 き石 、埴輪 な どの外部施設 は表面観 察か らは不 明である。

図10照 里8号:墳 測量 図1:200
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3調 査方法

(1)調 査地点

今回の発掘調査対象地はプールおよび小体育館建設予定地で、照丘高校敷地の東北隅にあた り、高校敷

地内では比較的旧地形が残っていた所である。地形的には丘頂平坦面であるが、調査地東端は東斜面にか

かってお り、西端は斜面の一歩手前である。調査地は全体 として南か ら北へゆるやかに傾斜す る。調査地

東部の東斜面にあたる所は小 さな沢地である。

なお、1962(昭 和37)年 に高橋が調査 したA地 点は今 回調査地の北西で、合宿所の付近 と、卓球;場とク

ラブ部室をつな ぐ廊下の西側である。

図11調 査 地 周辺の地形1:1000
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(2)調 査区の設定

調 査対象地 内に調査区 を設定す るにあたっては、旧校舎建築時の撹乱 をさけ るため に・あ らか じめ重機

で試掘 をして表土下 の状況 をみ なが ら行 った。そ して調査 区が分断 され たため便宜 的に1～N区 に調査 区

を呼び わけた(図13右 上参 照)。

調査区 内の地区割 りは5mの グ リッ ド法 とした。 まず調査 区に合 わせ て任意の方 眼 を組 み・北隅 を基点

として、北東か ら南西へ1・2・3・ …・・、北西か ら南東へA・B・C… … と呼称 した・そ して グ リッ ド設

定の後基準 とな る杭(図13基 準1～4)を 決め 、「飯 山照丘高等学校実 測平面図」(S=1:500)に お とせ る

よ う杭 の座標 を測定 した(信 濃測量有 限会社)。

海抜標高の基準は、体育館か らクラブ部室へ行 く渡 り廊下 が クラブ部室手 前で屈 曲す る位 置の北側 雨落

ち溝のベ ンチマー ク(335.13m)を 基準 とした。

(3)調 査方法

調査 方法は、まず重機に よって表土 を除去 した。 その際 あらか じめ い くつかの地 点で試掘 を行 い・撹乱

のない所 を中心 に表土 を除去 した。表 土除去 は、校舎建設時の地な らし等削平 された所 が多 く・地 山の黄

色粘質土面 まで行 った所が 多い。一部黒色土が調査地東端沢地に認め られ'たが・出土遺物 もご くわず かだ

ったので、地形観察のため 黒色土 も重機で除去 した・

表土 除去の後、 ジョレン ・移植 ゴテ等で慎重に遺構 ・遺物 の検 出を行 った・

遺構 の掘 り下 げに際 しては、100分 の1略 測図 を作 成 しつつ 、埋土の色 ・質等 を記録 し なが ら掘 り下 げ

るこ ととしたが、柱穴が 多 く遺構 全部 の記録 は とれていない。土坑等はで きるだけ半割 し土層観察 をした

が 、これ も時間の都合上 、実測図でな く、メモ ・写真撮影です ます例が 多かった・住居跡は十字 に畔 を残

して掘 り下 げたが、有効 であったのはSI1の み で他 は周溝のみの検 出であ った り、浅か った りで土層図

をとらず に畔 を除去 した例 が多い。

遺物 の とり上 げは、含 包層がなか ったので遺構 ごとにま とめて取 りあげた・柱 穴はC5-P1～P5の

ように地 区毎 に柱穴番号 をつけてすべ て柱穴内 とい うことでレベル も測 らず一括 して取 りあげた。SI1

のみは1点 ずつ番号 をつけて地点 と高 さを測 って とり上 げた。この際 目じる しとして竹 グシに小形 の荷札

をつけ た もの を使用 した。

遺;構全体図は40分 の1平 板 図を作成 した。土坑 は20分 の1な い し10分 の1実 測 図を適宜作 成 した・

写真撮影 は白黒 とカ ラー スライ ドを35mmの フ ィルム で適宜撮影 した・遺跡遠景 は戸狩ス キー場な どへ 天

候 の良い 日をねらって何 度か撮影 に出かけた。

旧石器の有無の確認については、調査地全面に深い柱穴等がありながら旧石器の出土 をみないので・試

掘坑 を入れて調査す るこ とを割愛 した。

4層 序

調査 区内の層序は基本的に上層か ら、暗灰色土層(表 土10～15cm)、 黒色土層、褐 色土層(漸 移 層)、

黄色粘 質土層(地 山)で あ る。 しか し、調査地 の大半 は旧校舎建築 時に造成が行 われてお り・表 土層 直下

がす ぐ黄色粘 質土層で あった。黒色土が堆積 していたのは調査地東端のII区Mラ インよ り東の沢地で、厚

さは0～100cmで ある。褐色土層(漸 移層)が 認め られたのは1区 南東端の クラブ部室 に近 い所 と、先のII

区東端で ある。厚 さは30cm程 であ る。

地 山の層序はSK1の 壁面観察に よると、黄色粘質土層(85cm、 上にゆ くに したが って褐色味 を増す)、

黄灰 白色粘土層(50cm)、 黄褐色粘土層である。
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図12調 査地全体図1
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図13調 査 地全体 図1:200
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遺構検出面は黄色粘質土層 と褐色粘土層であるが、遺構の深さなどから弥生時代の遺構は黒色土層か ら

掘 り込まれていたものと思われる。
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T

第4章 弥生時代の遺構 と遺物

1遺 構

弥生時代 の遺構 は、竪穴住居趾6、 掘立柱建物4、 土器埋 納 ピッ ト1・ 土坑 などが ある・

A竪:穴 住 居 吐(図14～16・ 表1)

(1)Sll

c6区 にあ る.こ こは長峰丘陵丘頂平坦 面の西端 にあた り、ゆ るや かな西斜面 こ移行す る所 であ る・

隅丸長方形プ ランの/』・形住尉 で、可ヒ東辺 は校舎 の排水溝で旛Lさ れてv・る・規模 は・長径2・7m・ 短

径 は掩乱溝の対岸 に北東辺が ないこ と輔 東辺 の端 が隅丸 にな りつつ あることなどか ら・北東 辺は排水溝

の中にお さまるもの と考 えると、約2.・mと 擬 され る.深 さは確認面か ら約15cmで ・中央がやや深 く20

cmで ある。

床面中央は0.7×0.6mの 焼土層があ り、そ こは床 も焼けてい る・炉 であろ う・

壁の立 ち上が りはシャー プではな く、周溝等の施設 もない・柱穴 も検 出 されていない・

埋土 は暗褐 色系統の土 で、中央 の くぼみ に堆積 した黒色土 はよ く締 って きた。

出土遺物 は土器 ・石 器であ り、全体か ら散在 して出土 している・ 図2・一7の 甕 は小片が全域 に分布 し・

それ らが接合 している。他の土器 も一個体がか たまってお らず分散 している。

年代は土器か ら中期後葉 と考 えて いる。

(2)si2

J・K7・8区 に ある。 ここは丘頂平坦面の中央やや東寄 りにある。

隅丸長 方形プランの小形住居趾で、可ヒ東辺は新 い ・排水 溝で掩乱 されてv・る・検 出された深 さは ご く浅

く、5cm以 内であ り、南西が深 く北東へ ゆ くに従 って浅 くな る・これ は東へ向力'って深 く削平 されて いる

ため である。

平 面規模 は東南 一北西が2.8m、 東北 一南西が3.Om以 上。

周瀞 の施設 はな く、柱穴は住居 内で検 出されているが 、主柱穴 拷 え られる配置でな く・SI1同 様

柱穴は ないもの と考 えている。

埋土 は指頭大か ら半拳大 の茶色砂礫 を含む暗褐色土で、中央部 は締 ってお り貼床 と考 え られ る・

遺物 の出土 はご く浅 いこ ともあって少量である。弥生時代 中期後葉 の土器が両掌 に乗 る程度 出土 してい

る。

(3)S13

K.L6.7区 にあ る。 ここは丘頂平坦面東端 にあた り、東斜面 にかか るところである・

円形ない し楕 円形プ ランと瀧 され る住居跡 で、騰 が西で検 出されてい る・ ここも西か ら東へ ゆ くに

従 って深 く削平 されて いるので東 の周溝は確認されなか ったのであろ っ。

騰 は幅約1・一2・cm、 深 さ5-1・cmで 、断面形はrU」 字形・検出部分 の中央ではやや直線 的となるが

全体 としては弧 を描 いている。

P、 は摺 り鍬 を呈 してお り中央 ピッ トと考 えられ る。 したが って この ピッ トを中心1こ騰 のカー ブを

考 えて規模 を復元す ると、南北が約5.8m、 東西が約5.4mと なる。

焼土がP1の 西側で、50cm×35cmの 範囲で検 出されてい る・炉であろ つ・
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図14竪 穴 住居」止SI1～SI31:60
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図15SI1遺 物 分布 図
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図16竪 穴 住居 趾SI4・SI5

-28一



主柱 穴は、位置 および深 さか ら判断 して、P4・P7・P8・P14・P2・ ・P24の6か 所が推定 される・

P7.P8は 最 も深 く掘 り込 まれてお り、P1を 中心 に対称す る位置 にあるので主柱 穴 としてほぼ まちが

いないであろう。 とすれば、P1を 中心 にP7・P8を 通 る円 を描 くと他 のP4・P14・P20・P24が 線

上にあた り深 さ も深いので主柱穴 と推定 した。

遺物は弥生時代 中期後半の土器が少量出土 している。

(4)SI4

J.K9・10区 にあ る。 ここは丘頂平坦面の東端 にあたる・

周溝や床 な どは検 出されないが、P1を 中心 に柱穴が円形 にめ ぐっているので・円形竪 穴住居玩 と推定

した。

P、 は浅い平底の土坑 と、摺鉢状の土坑 が2つ 重複 して いる。焼土粒 ・炭粒力s'出土 してい る・炉 を兼ね

た中心 ピ・ソトだろ うか。炉 に しては焼土や炭の量が少 な く底面 ・壁面 も焼けていない・

主柱 穴は、位置 ・規模 ・形態な どか ら、P6・P7・P8・9・10・P11・P13●P15●P18●P21'

P22.P24.P25.P26・27・P29・P31・P32・P34・P37・P38・P39・P40・P42が 推定 され る・

主柱穴 と推定 される柱穴 はP1を 中心 とす る直径約5mの 円形に並 んでいる・ したが ってSI4の 規模

はそれよ りやや大 き く、直径6～7mと 推定 される。

また、主柱穴の あ り方か らSI4は 何度か建 て替 え られ た もの と推察で きる・ その回数 はP39'P40の

あ り方な どか ら最底3回 は建 て替 え られた もの と考 え られる。 ちなみ に規模 ・形態が似か よっ た柱穴 をひ

ろってあ る一 麟 の主柱穴 を推定す ると、P6・P9・P13・P18・P21●P29●P37●P40'P42の9

か所 とな る。

主柱穴 の深 さは50～60cmが 平均的で あるが中にP9・P30な ど70cmを 越 えるものがあ り、さ らには90cm

に近 く手 を一一ぱいに延 ば して掘 るのがや っ との柱 穴 もある。 この点ではSI3と は異なってお り、円形 プ

ランで規模 も同 じくらいのSI6と よ く似て いる。

遺物は各柱 穴か ら弥生時代 中期 後半の土器が少量ずつ 出土 している・

(5)Sl5

J・K11・12区 にあ る。 ここは丘頂平坦 面の東端近 くにあた る。

隅丸長方形プランの4本 柱の住居趾 で、周溝が検出 されている。

平面規模 は東西が3.0～4.Om、 南北が推定5.5mで ある。

周溝は幅約15cm、 深 さ5～15cmで 、やや いびつな隅丸長方形 をしてい る・特に北東隅 は内側 に 「く」 の

字形 に屈 曲す る。

P1は 焼土がつ まっていた浅 いピッ トで、上面 に甕 の胴部 がは りつ いて出土 してい る。炉 と考 えられる。

底面 も良 く焼けてお り長 く使 用 されたこ とが うかが える・

主柱穴はP2・P3・P4・P5で 、直径30～40cm、 深 さ50～60cm・P2に は灰 と思 われ る ものが埋 ま

っていた.柱 問寸法 はP4・P5間 が・.7m、P2・P3問 が・・5m、P3・P4間 が3・・m・P2●P5間

が ヨ　ユ　　

P7・P8は 入口の柱穴 と考 え られ るが、間が0.6mと せ まい。P6はP4・P5の 中間にあ るのでS

I5に 関係す る柱穴の可能性 があるが、他に比べ て少 し浅 い。

遺物は中期後葉か ら後期初頭の土器が少量出土 している。

(6)Sl6

G.H3区 にあ る。 卓球場 と道路に挾 まれ たご く狭 い所 で幸運に も検 出された・ ここは丘頂平坦面の 中

央にあたる。
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図17竪:穴 住居 ±止SI61:60

円形ないし少 し楕 円形 プラン と推定 される住居趾で 、周溝が二重 に検 出されてお り、2回 の建て替 えが

行われた もの と推定され る。

規模 はそれぞれ,の内側 と外側の周溝 をセ ッ トと考 える と直径5.5～5.8mと 推定され る。

周溝は幅10～15cm、 深 さ5～10cmで 、断面 「U」 字形 を呈す る。浅 いわ りに シャー プに掘 られてい る。

主柱穴は、位 置 ・形態 ・規模 などか らP5・P8・P9・P16・P17・P22・P27・P30・P31・P29

が推定 され る。 この うちP17・P22は 上 面か らガラス等が出土 したので新 しい ピッ トと考 えて掘 り下 げな

か ったが、後 で よく考 える と、ここは卓球場造成時に地均 しが行 われてお り、や わ らかい柱 穴にガラス等

が埋没 した もの と考 え られ る し、 また位置 ・形態 ともに他 の主柱穴に等 しいので主柱穴 と考 えた。 ちなみ

に、等間で並 ぶ主柱穴 をひ ろえば、P5・P9・P16・P17・P22・P27・P30の7か 所 が一 時期の主柱

穴 と推定で きる。

住居趾床 面のやや北 に寄 った所で直径30cmの 範囲で焼土 が検 出されてお り、床面 も良 く焼け ていた。炉

であろう。

SI3・SI4で 検 出された中央 ピッ トはない。

遺物は弥生 時代 中期 後半の土器 が少量 出土 してい る。

SK21SI6の 中で検 出 されたのでここで述べ てお く。SI6の 南 隅にある。その南西 に近接 してS

K22が あ る。卓球場基礎で半分 を欠 くがSK21と よ く似 た土坑であ る。

SK21は 長径1.2m、 短径0.8m、 深 さ0.4mの 隅丸長方形プ ランの土坑であ る。埋土は上下2層 に分

かれ 、上層は黒色土で層厚20cm。 下層 は黄色粘 質土 ブ『ロックを含む黒色土 で層厚20cm。 埋 土中 よ り安 山岩
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の剥片が両掌にの る程度 出土 している。SI6に ともな うものか はよ くわか らない。 ともな うもの とす れ

ば貯蔵穴で あろうか。

⑦ 小 結

検 出 された竪 穴住居吐 は6棟 で、3類 に分 け るこ とがで きる。

1類 は円形プ ランの もので、SI3・SI4・SI6が 相 当す る。直径は約6mで あ り・主柱穴は約1・8

m間 隔 でめ ぐる。同位 置で何度か建 て替 え られてい る。いず れ も中期後半の栗林式期 におかれ る。照丘遺

跡では中期 の住居吐の発見は初 めてであるが 、中期 土器の出土は周知 であ り・建築部材 も出土 している(高

橋1967)。

II類 は隅丸長方形プランの小形住居趾で、SI1・SI2が 相 当す る・いず れも主柱 穴 をもたず ・周溝

もない。一辺3m以 内であ る。出土遺物か ら中期 後葉 におかれ る・

隅丸長方形 プランの小形{据 は、昭和52(1977)年 の調査 で4棟 検 出されてい る・規模 は1号 住居が2×

1.2m、2号 住居が推定1号 住 居 と同規模 、3号 住居が2・15×1・9m・4号 住居が3・2×2mで ある・ いず

れ も4本 柱 で、後期 に比定 されてい る(小 林 ・児玉1978)・(第3章1参 照)

年代的には相 検 出された もの と異な り主柱 穴 をもつ点で も異なっているカご・小 形である点 では共通す

る　

III類は楕 円形に近 い隅丸長方形 プランの4本 柱の住居跡 で、SI5が 相当す る・入 り口に2か 所 の柱 穴

をもち、奥の柱 穴の間に炉 をもつ。 この形態 の住居跡は最近小泉遺跡の発掘で数 多 く発見 され・ 当地の典

型 的な後期の住居 跡形態 といえる。

以上 の3類 は年代 的には1→II→III類 へ と推移す る。東北信 地方 では中期か ら後期 にかけて竪穴住居の

プランが 円形か ら方形へ と変化す る といわれてい る(r長 野県史』考古 資料編全1巻41988)が ・照 丘遺跡

で も同 じ傾 向が うかが える。方 形のSI1は 中期後葉 に比定 され るので この変化は 中期後半か ら始 まるの

であ ろう。

B掘 立 柱 建 物(図18)

掘立柱建物玩 はII区 中南部のK～M-9～11区 において4棟 近接 して確認 されてい る・

(1)SBl

L～9・11区 にあ る1間(2.9～3.1m)×2間(2.9m)の 建物である。桁行 の柱間寸法は1.3～1.6m。 柱

穴掘形 のプランは円形で直径24-35cmだ がP・ は不定形 で直径約45cmで ある・柱 穴の深 さは西側柱列(P

4～P6)が47～50cm、 東側柱列(P1～P3)が23～27cmで ある。

遺物は 、弥生時代 中期 と思 われ る土器 の小片がP3・P4・P5か ら・石片がP1・P2'P3か ら出

土 して いる。

(2)SB2

L.M_.10.11区 に ある1間(2.5～2.6m)×2間(2.9m)の 南北棟 の建 物である・桁 行 の 柱 間 寸 法 は

1.35～1.55mで それぞれほぼ桁行 の中央 に柱穴が位 置 している。柱 穴掘形の プランは円形 で直径20～32cm。

柱穴の深 さは西側 二隅(P5・P6)が34～45cmで 他 が17～20cm・

遺物 は、P4か ら、赤彩 された大形の鉢 の土器片が、重 ねて並び立てた ような状態で柱 穴の上端 の・床

面か ら浮v・た位置で出土 している。 また、P・ か らは石片が、P2か ら1ま蓋のつまみ部分が 出土 している・

(3)SB3

L・M-11区 にある1間(2.0～2.1m)×2間(2.4m)の 建物であ る。桁行 の柱 間寸法は1.1～1.3m。 柱

穴掘形のプ ランは円形 で直径22～32cm。 柱穴の深 さは南隅P2が43cmの ほかは15～28cmで ある。
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図18掘 立柱建 物SB1～SB4
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遺物 はP1・P2よ り土器小 片が少量 出土 している・

(4)SB4

K.L-10・11区 にある1間(1.75～1.9m)×2間(2.7～2.8m)の 建 物 で あ る。桁 行 の柱 間 寸 法 は

1.2～1.5m。 南西側柱 穴のほぼ 中央 にP5・P6が あ るが 、それ らは柱列上か ら外れて いるの でSB4の

柱 穴 とす るには躊躇 され る。柱 穴掘形のプ ランは円形で直径25～35cm・ 柱穴の深 さは四隅の ものが30～44

cm、 中央 の ものが26～37cm。

遺物は各柱 穴よ り、弥生時代 中期 と思 われ る土器の小片が出土 している・ またP3か らは砥 石が 出土 し

ている。

(5)小 結

これ らの掘立柱建物 は規模 ・構造 ともに よ く似 てお り同時代の もの と考 え られ る・規模 は最 大のSB1

で も8.7m・(2.6坪)と 小 さ く、SB3は4.9m・(1.5坪)し か ない。柱穴の規模 も小 さいので・住居では ない可

能性 が高い。

また、SB1の 東側(M9区)やSB4西 側(K10区)、D・E7区 には建物 として まとめ られなか った

lll驚1鋤1鵜 楚鷺繋 蟻 と
Cそ の 他(図19)

o⊥o

番号 深さ 直径 遺物取 り上げ番号 備 考 番号 深さ 直径 遺物取 り上げ番号 備 考

1 30 65 SK12 14 43 32

2 46 30 K-6P3 穴2 15 24 18 K-7P6

16 55 223 20 20

17 33 20 K-7P54 37 22

18 46 30 K-7P45 22 20

19 20 30 K-7P2 段有
6 24 18

20 57 45 K-7Pl 段有
7 60 50 L-7P1

21 50 45 段多い
8 45 32 K-7P7

22 40 30 段有9 50 45 K-7P8

23 32 30 段有10 43 18

11 56 30 K-7P9 24 52 26 K-6P2

12 45 30 K-7P10 25 36 26

13 30 35 26 33 35 K-6P1

その他 の遺構 として土器埋 納 ピッ トが1基 ある。

J8PlSI2の 西側 、J-8区 にある。漏斗状に2段 に掘 り込 まれてお

り、上段は長径40cm、 短径30cmの 楕 円形プラン、下段は長径24cm、 短径22cmの

ほぼ 円形のプ ランであ る。深 さは58cm。 埋納土器 の甕は、底 が失われている他

は完全 な状態で、 ピッ ト上段 中央か ら口縁部 を下 に した状態で出土 している。 図19J8P11:20

埋 土はや わ らか い黒色土が均一 に入っていた。

ピッ トの形状か ら柱穴 と考 えられるが、柱 を抜 きとった後 に、胎児の土器棺墓等 に再利用 したのであろ

うか。 それ とも建物廃絶時の祭祀 であろ うか。今 後の課題 である。

表1竪 穴住居趾 ・掘立柱建物柱穴___..覧表(単 位はcm)
SI3

一33一



SI4 38 55 25 J-9P1

番号 深さ 直径 遺物取 り上げ番号 備 考 39 87 40

P1 24 130 SK11 40 63 35 穴2

2 20 30 41 88 35 穴2

3 39 28 42 47 22 K-9P2

4 25 22 K-9P3 43 40 25 K-9P.1

5 55 30 44 32 15

6 45 40 45 13 20

7 42 40 K-9P4 46 29 20

8 18 20 47 10 18

9 72
'30
K-9P5 48 20 20 J-10P1

10 66 50 49 50 25

11 58 40 50 22 15

12 16 25 51 26 20 J-9P6

13 55 40 52 27 20 J-9P3

14 40 42 K-9P6 双子P 53 10 20

15 57 38 K-10P2 SI5

16 50 25 K-10P4 ななめP 番号 深 さ 直径 遺物取 り上げ番号 備 考

17 45 25 K-10P3 P1 6 30 SI5Pl 焼土

18 70 60 K-10P1 複数P 2 57 40 SI5P2 段有

19 27 20 3 63 40 SI5P3

20 60 30 J-10P2 ななめP 4 54 30 SI'5P4

21 60 30 J-9P13 5 50 30 SI5P5

22 48 40 J-9P11 6 32 40 J-11P3 段有

23 10 18 7 43 40 J-12P1 段有

24 60 30 J-9P10 8 43 30

25 60 25 SI6

26 46 38 J-9P8 番号 深さ 直径 遺物取 り上げ番号 備 考

27 48 40 J-9P9 段有 P1 14 28 IV区P5

28 38 30 J-9P12 2 44 30 段有

29 77 45 J-9P7 3 34 28

30 10 20 J-9P14 4 14 20

31 46 30 J-9P5 段有 5 77 30 P6

32 56 40 J-9P4 段有 6 38 30

33 42 40 7 40 28

34 75 30 8 61 30 P7 段有

35 10 15 9 76 25

36 43 25 J-9P15 10 44 25

37 55 45 J-9P2 段有 11 20 20
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3 27 25 SBlP312 47 20

4 50 35 SBlP413 66 60 P10 重複P

5 47 28 SBlP514 38 25 段有

6 47 24 SBlP615 40 30 P9

16 70 28 P8 SB2

17 40 未掘 番号 深さ 直径 遺物取 り上げ番号 備 考

1 20 25 SB2P118 20 30 P17

2 20 20 SB2P219 10 48 P16

3 18 3020 74 40 P15

21 10 18 P14 4 17 25 SB2P3

22 38 未掘 5 45 28

23 12 18 P18 6 34 32

24 8 18 SB3

番号 深さ 直径 遺物取 り上げ番号 備 考25 40 24

26 60 18 1 17 22 SB3Pl

27 65 40 2 43 32 SB3P2 段有

3 22 3028 10 4Q

4 15 2229 45 28

5 18 2830 74 30 P11

6 28 3231 90 28

32 32 35 段有 SB4

番号 深さ 直径 遺物取 り上げ番号 備 考33 37 28 P12

1 30 30 K-10P1734 12 28

2 26 35 L-10P7 段有35 20 20

3 37 35 L-10P1 段有36 65 40 段有

SB1 4 42 32 K-10P5

5 27 25 L-10P3番号 深さ 直径 遺物取 り上げ番号 備 考

6 17 25P1 23 45 SBlP1 段有

2 24 25 SBlP2 7 44 28 L-11P4

2遺 物

A土 器(図20・21)

(1)Sl1出 土土器(図29-1～16、 図21-55～63)

壺 、甕 、高杯 な どが、小片で コンテナ半箱程 あ る。接合 で完形に復 元できるものはな く、最 も破片の 多

いNo.7で も約半個体分 しか な く、他 は同一個体 と思われる ものが数 片ずつ ある とい う状態であ る。

1・2は 壺 の口縁部で ある。いずれ も口唇部に縄文がめ ぐる。器壁の調整は不明瞭 だがナデの あ とヘ ラ

ミガキされてい ると思 われ る。2の 内面はヘ ラ ミガキが明瞭 である。両者 とも胎土に砂粒 を多 く含み 、淡

茶 褐色 を呈す る。1は 口径推定15.6cm、2は 同15・Ocm・
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3は 壼 の頸部 である。頸部 中央 よ りやや下 にヘ ラない し棒状具 による沈線 をめ ぐらせ 、その間に縄文 を

施文す る。器壁 は内外面 ともにていねいにヘ ラ ミガキ され る。胎土 は砂粒 を含 まない精良 な土 で、色調 は

表面が黒灰 色、断面が灰 白色 を呈す る。頸部径 は推定5.8cmと 小 さい。

4・5は 赤彩 の高杯 ない し鉢 である。いずれ も体部 が内湾 し、口縁部が短 く外方に折 り返 される形 態で

ある。 いずれ も内外面 ともていねいにヘ ラ ミガ キされ、赤彩 される。胎土はごく細かい砂粒 を多量に含む。

素地 の色調は明 るい淡:茶色。4は 口縁部直下に並列 す る2か 所 の焼成前小孔があ る。4が 口径 推定16・2cm、

5が 口径推定16.4cm。

6は 高杯脚部 である。脚柱部 内面 をのぞいてていねいにヘ ラ ミガキされ、赤彩 されてい る。脚柱 部 内面

はハ ケ調整。杯部 と脚部 との境 に2条 の突帯がめ ぐる。胎土 は細か い砂粒 を多 く含む。素 地の色調 は 明る

い淡:茶色 ～淡榿 色。

7は 口縁部が受け 口状 とな る甕 で、住居趾内全体 か ら小 片が約半個体 分出土 している。 口唇部に縄 文 を

め ぐらせ 、 口縁部外面に2条 の櫛描 き波状文 をめ ぐらせ る。頸部 には6条 の櫛 描 き平行線文 を横位 にめ ぐ

らす。胴部 は頸部 と同原体 の工具 で6条 の櫛 描 き平行 線文 を2回 ずつ縦位に推定6か 所施 した後に、 その

間 を不連続な櫛描 き波状文 を施 してい る。器壁の調 整は櫛 描 き文 のおよば ない口縁部外面下半 と内面全面

をていねいにヘ ラミガキしてい る。胎土 はご く細か い砂粒 を含 む精良 な土で、色調 は明るい淡茶色。 内面

は暗灰色か ら黒灰色で後の黒色土器の ようである。 口径20cm。

8・9も 口縁部が受け 口状 とな る甕 である。

8は 口唇部 だけでな く口縁部外面上半 に も縄文 をめ ぐらす。 口縁部外面の波状文 は1条 である。頸部か

ら胴部にかけての施文は7と 同 じであ るが、縦位 の櫛描 き平行 線文が あるか どうかは小片 のため不 明。 内

面の調整は細か いハ ケ。胎土 、色調は7と よ く似 ている。 口径 推定19.3cm。

9は 小形品で頸部 は櫛描 き:簾状文 とな る。胎土 は7・8と ちがい砂粒 を多 く含む。色調 は淡茶色。 内外

面 とも磨滅がはげ しい。 口径14.Ocm。

10は 口縁部が 「く」 の字形 に外反す ると推定 される甕 である。頸部 に櫛描 き平行線文 をめ ぐら し、胴部

に頸部 と同 じ工具 で平行線文 を羽状 に施 す。器壁 の調整 は外面はハ ケ、内面はハケののちていね いにヘ ラ

ミガキされ る。胎土は ご く細か い砂粒 を含む精良 な土 で色調は明 るい淡:茶色。外面は煤 で黒色 を呈す る。

11は 胴部 に不連続な櫛描 き波状文 をめ ぐらす甕 である。特色は不連続 な櫛描 き波状文 の接続点 を同位置

で故意 に もり上 げて、推定6か 所 の縦線 を作 っているこ とである。器壁 の調整 は外面 はハ ケ、内面は てい

ねいにヘ ラ ミガキされ る。胎土 はご く細かい砂粒 を含む精良な土で、色調 は黒灰色。内面 は黒色土器の よ

うである。

12～16は 底部 片であ る。12は 内外面 ともていねいにヘ ラ ミガキされ、内面は黒色土器の よ うであ る。胎

土は ご く細か い砂粒 を含み精 良。13も 内外面 ともにていねいなヘ ラ ミガキだが、胎土 に砂粒 を多 く含む。

14～16も 胎土 に砂粒 を多 く含 む。

55～58は 壺 の頸部片であ る。

55は 懸垂文 をもつ もので、懸垂文 はヘ ラない し棒状具 による沈線で画 され、 中に櫛 描 き平行線文が入る。

調整は外面がヘ ラミガ キ、内面がハ ケ。胎土は精 良で、色調は淡茶色。

56は ヘ ラない し棒状具 に よる沈線文 を直線 ない し波状 にめ ぐらせ 、下位 に縄文 をうめて いる。胎土は精

良だが焼 きが悪 くもろい。茶褐 色 を呈す る。

57は 沈線 と櫛描 き波状文 をもつ もので、櫛 描 きの波状文 は一部みだれている。内面 の調整 はヘ ラミガキ。

胎土に砂粒 を多 く含み淡褐 色 を呈す る。

58は ヘ ラない し棒状具 に よる沈線の間に、刺突文 と縄文 を交互に配す るものである。胎土に砂粒 を含 み、
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淡黄灰色 を呈す る。

59は 壺胴部片で、ヘ ラない し棒状具 による波状文の間に縄文 と刺 突文 を配す る もので ある。外 面はヘ ラ

ミガキ、内面 はハケ。胎土に砂粒 を含み、茶色 を呈す る。同様の文様構成 をもつ ものが図示 していないが

他 に数点 あ り、調整は等 しい。 なかに1点 胎土精良 で赤榿 色の ものがある。

60は ヘ ラない し棒状具 による平行 沈線文 をもつ ものである。内面はハ ケ。細か い砂粒 を多量 に含み精良

な胎土で、色調 は淡黄灰色。 同様の文様構 成の ものが他に数点あ る。

61は 櫛 描 きの羽状文 をもつ甕胴部片であ る。内面はていね いにヘ ラ ミガキされ る。胎土に砂粒 を多 く含

み、淡 茶色 を呈す る。

62は ヘ ラない し棒状具 による沈線文の間に縄文 を配 し、沈線文の交点に円形浮文 を貼 り付け る。胎土は

精良で、素地 は淡黄灰 色、外表面は黒灰色 を呈す る。

63は ヘ ラない し棒状具 に よる重 山形文 を もつ ものである。外面 はハケ・内面はハケのの ちヘ ラ ミガキ・

胎土は ご く細か い砂粒 を多量 に含む精良 な土で、淡茶 色 を呈す る。

(2)SI2出 土土器(図20-18、 図21-72)

SI2は 検 出面か らの深 さが5cm以 内 とご く浅か ったので、出土土器は全部 で両掌 にのる程 度 と少なく、

またすべ て小 片である。

17は 甕 ない し鉢の 口縁部片であ る。口縁部 は外方に短 く強 く屈 曲 し、口唇部 に縄文 をめ ぐらす 。頸部 に

はヘ ラない し棒状具に よる沈線文 と刺突文 をもつ。外面は赤彩 されている。調 整は内外面 ともにヘ ラ ミガ

キ。胎土に砂粒 を多 く含み 、素地の色調 は茶色 である。 口径14.7cm。

72は 壺 の頸部 である。ヘ ラないし棒状具 による繊細な沈線で平行線文 と鋸 歯文 をめ ぐらす。鋸歯文 をめ

ぐらす ものは珍 しい。調整 は外面がヘ ラ ミガキ、内面がハ ケ。胎土 は砂粒 を少 し含むが精良。淡黄灰色 を

呈す る。

他に図示 していないが、沈線 の間 に縄文 を配す る壺の頸部片、櫛描 き羽状文の施 され た甕の破 片などが

ある。

(3)SI3出 土土器(図20-19～23、 図21-68～70)

SI3は 埋土がほ とん どないので、SI3内 に推定 され る柱穴出土の土器 を一括 しておいた 。 したが っ

て混入品があるか もしれない。出土量 は全部で両掌にのる程度であ り、小片であ る。

19は 甕 ない し鉢 の口頸部片である。P17出 土。短 くゆるやかに外方へ屈 曲す る口縁部 をもち、 口唇部 に

縄文 をめ ぐらす。頸部か ら胴部にか けてヘ ラない し棒状具 による沈線で平行線文 と重 弧文 を描 き、その間

に縄文 と刺突文 を配す る。調整は磨 滅が はげ しく不明。胎土 に砂粒 を多く含み、淡黄灰色 を呈す る。 口径

20cmo

20～22は 甕 ないし壺 の底部で ある。20がP1、22がP21出 土。20は 外面がていねいなヘ ラ ミガキで内面

はハ ケ。砂粒 を多 く含み、茶色 を呈す る。壺 であろう。21は 細か い砂粒 を含むが精 良な胎土で 、淡茶灰色・

22は 砂粒 を多量 に含み、黄 白色 を呈す る。

68はP18出 土。甕の胴部 片で頸部にヘ ラない し棒状具 に よる沈線 を1条 め ぐらし、胴部 に櫛 描 きの懸垂

文 と不連 続な波状文 をもつ。後期 的な様相 である。内面はヘ ラ ミガキ、胎土 に細砂粒 を含 み、色調 は外面

が黄灰色 、内面は黒色土器の ようである。

69はP9出 土。重 山形文 をもつ無頸壺の 口縁部近 くの破片 と思 われ る。山形文の間に縄文が あ るか どう

かは磨滅 のため不 明。内面の調 整はヘ ラ ミガキ。砂粒 を多量に含 み、茶 褐色 を呈す る。

70はP26出 土。ヘ ラな いし棒状具 による重山形文 を もつ鉢 の 口縁部片であ る。 山形文の間に縄文 を配す

る。内面はヘ ラ ミガキされ赤彩 されていた可能性 がある。 ご く細か い砂粒 を多 く含む精 良な胎 土で・淡茶
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色 を呈す る。

以上の他に図示 していないが 、周囲に刺突文 を配す る櫛描 きの懸垂文 をもつ壼 の頸部 片がP21か ら・P

17か ら縄文 を配 した2条 の突帯 をもつ壺頸部片が出土 している。

(4)Sl4出 土土器(図20-18)

SI4も 埋土がな く、SI4内 に推定 され る柱穴出土土器 を一一括 しておいた。出土量は全部 で両掌 に山

盛 り程 度であ り、いずれ も小 片であ る。

18は 壺 の底部 でP43出 土。砂粒 を多 く含 み淡褐色 を呈す る。

この他に図示 していないが 、沈線 と縄文 をもつ壺 の破片がP9な どで、櫛描 き羽状文 をもつ甕 の破 片が

P36な どで出土 してい る。 またP20か ら不連続 な櫛描 き波状文 をもつi甕の破片が 出土 してい る・

(5)Sl5出 土土器(図20-23～29)

SI5は 埋土が わずかに残 っている。 また主柱 穴や炉 がはっき りしてい るのでその土器 を一括 した。出

土量はSI4の3倍 程 であ る。

23は 炉 と考 え られ るP1か ら出土。大形の甕 の胴部 で、櫛描 きの格子 目文 をもつ。胴部の約3分 の1周

が残 ってい る。表面は磨 滅がはげ し く・器壁の調整は不明瞭だが、内面の一部 でハ ケが観察 された・胎 土に

砂粒 を多量に含 み、淡黄灰色 を呈す る。

24はP3出 土 。高杯杯部で赤彩 されてい る。外方 に屈曲 して大 きく開 く高杯杯部で、器壁の厚 さは薄 い・

この形態の高杯は中期 には見 られず、後期 的である。胎土は細かい砂粒 を多量 に含み、淡黄榿色 を呈する・

25～29は 底部 であ る。26がP5、29がP1か ら出土 。26は 外面 に煤が付着 してい る。

他 に図示 していないが 赤彩 された壺 の破片が数点 あるとともに、中期的 な沈線 と縄文 をもつ もの もあ る・

(6)SI6出 土土器(図20-30～32、 図21-66)

SI6も 埋土が な く、周溝内の柱穴 出土土器 を一括 してお く。 出土量は両掌 にの る程度 ・

30はP13出 土 で、短 く外反す る口縁部 をもつ。胴部 外面にヘ ラない し棒状具 による 「コ」 の字重ね文 を

もつ。調 整は胴部外面がハケ、他 はていねいにヘ ラ ミガキ される。胎土に砂粒 を多 く含み、茶色 を呈 する。

口径14.5cm。

31・32は 底部 であ る。両者 ともにハ ケ調 整 され、胎土に砂粒 を多 く含む。

66はP13出 土。刺 突文 を囲む沈線 を 「工 」字文風 に配 した鉢 で、縄文 を地文 とす る。栗林 式で も古 式で

あ る。胎土 に砂粒 を多 く含み 、淡茶灰色 を呈す る。

この他 に図示 していないが、列 点文 を胴上半にめ ぐらす甕 、櫛描 き簾状文 と羽状文 をもつ甕 な どが 出土

して いる。

(7)SB1出 土土器(図20-33・34)

柱 穴よ り出土 した ものを一括 した。

33は 甕 口縁部で、磨滅が はげ しい。胎土 に砂粒 を多量 に含み、暗灰色 を呈す る。口径15.5cm。P5出 土。

34は 底部 でP5出 土。胎土 ・色調 とも33に よ く似てお り33の 底部か もしれない。

他 に図示 して いないがP4か ら櫛 描 きの羽状文 を もつ大形 の甕 の破片が出土 してい る・

(8)SB2出 土土器(図21-35・36)

SB2は 、P1・P2・P4か ら土器が出土 している。

35は 大形 の赤彩の鉢 で、P4か ら約4分 の1個 体分の破片が故意 に詰め込 まれた状態で出土 した・ 内外

面 ともにハ ケののちていねいにヘ ラ ミガキされ、赤彩 されてい る。 口径推定28・4cm、 器高推定12・6cmと 大

形 である。胎土 に砂粒 を多 く含 み、茶色 を呈す る。底部か ら胴部下半 にかけて直径12cmの 黒斑 がある。

36は 蓋のつ まみで、P2出 土。砂粒 を多 く含み、明るい淡赤褐 色 を呈す る。
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(9)J8P1出 土土器(図21-37)

37は ピッ トに埋納 された土器で、底がぬけてい る他 は完形 品である。短 く外方 に屈曲す る口縁部 と倒 卵

形の胴部 をもち、平底 と思 われ る。 口唇 部に縄文 がめ ぐる。調整 はハケののちヘ ラ ミガキされ るが 、胴下

半 はヘ ラケズ リが加 えられている。胴外面上 半には煤 が厚 く付着 してお り、胴 内面下半は直径2～5mmの

円形の剥落が隣 と接 して密集 している。 よ く使 用 された ものだろ う。胎土は細砂 を多 く含み良好。色調 は

暗茶褐 色 である。 口径17.4cm、 器高推定20.5cm。

⑩ その他(図21-38～54・64・65・67・71)

弥生時代 の遺構 に伴 うもの以外 をその他に した。

38・39は 単純 に外反す る壺 の 口縁部 で、口唇部に縄文 をめ ぐらす。38がSK20、39がLl1P2出 土。38

は口径推定15.8cm、 胎土 に砂粒 を多 く含 み、茶 褐色 を呈す る。39は 口径推定10.4cm、 胎土 に砂粒 を多 く含

み、明るい榿灰 色 を呈す る。

40は 受け 口状 の 口縁部 を もつ壺 ない し甕 の口縁部で、SK17出 土 。口唇部お よび口縁部外面 に縄文 をめ

ぐらし、ヘ ラない し棒状具に よる波状文 を口縁部外面にめ ぐらす。胎土 は細砂 を多 く含むが良好。色調 は

茶灰色。 口径 推定18.4cm。

41は 壺 の頸部 でK8区 ピッ ト出土。外面はハ ケか らヘ ラ ミガキ、内面 はハ ケだが板ナデ状で ある。胎土

に細砂 を多量に含むが良好。茶褐色 を呈す る。

42は 高杯の脚裾部 で、内外面 ともていねいにヘ ラ ミガキされ る。SK5出 土。裾部 の径 は推定15.7cm。

胎土 は砂粒 を含み、色調 は黒色 で光沢があ り黒色土器の ようであ る。

43～46は 甕 である。

43はSK3出 土。短 く外方 に屈曲す る口縁部 をもつ。口径推定18.8cm。 頸部に櫛描 きの簾i状文 をもちその

下にヘ ラない し棒状具 に よる沈線 をめ ぐらす。胎土 に砂粒 を多 く含み、淡茶褐 色 を呈す る。

44は 短 く直線的 に屈曲す る口縁部 を もつ もので、口唇部に縄文 をめ ぐらす。 口径推定16.8cm。 胎土 に砂

粒 を多 く含 み、茶 褐色 を呈す る。

45は 口唇部が肥厚す るもので、J6区 出土。推定口径13.7cm。 頸部 に煤が付着 している。胎土 は細砂 を

多量に含み精 良、色調は暗茶褐 色。

46は 小 形の甕 でJ5区 出土。 口縁部 はやや受けp状 にな り、口唇部 に縄文がめ ぐる。頸部に櫛 描 き平行

線文 をめ ぐらせ 、その下 に波状文 をもつ。 口径推定11.3cm。 胎土は細砂 を多量に含むが良好。茶 褐色 を呈

し、内面は黒色 を呈す る。

47は 高杯の脚 と思われる。K12区P8出 土。高杯 として も小形 品であ り粗成品である。胎土 に砂粒 を含

み灰 白色 を呈す る。

48は 蓋でSK3出 土。つ まみ上面に葉脈圧痕が残 る。胎土 に砂粒 を含み、明るい:黄灰色 を呈す る。

49は 小 形の甕 ないし ミニチュア品。L7区 出土。推定 口径6.8cm。 外面はハケ、内面はヘ ラ ミガキ。胎

土に砂粒 を含み 、茶 褐色 を呈す る。

50～54は 底 である。50は 外面がヘ ラ ミガキ、53は 赤榿 色である。

64はL12区P12出 土。壺 頸部 で、縄文 を地文 として、ヘ ラない し棒状具 による沈線 と刺 突文 に囲まれた

中に櫛描 き平行線文 を配す る懸垂文 をもつ。胎土 に砂粒 を多量 に含み淡茶色 を呈する。

65はK7区P3出 土。ヘ ラない し棒・状具 に よる直線文 と波状文 をもつ。胎土 は砂粒 を多量に含むが良好。

淡:茶色 を呈す る。

67はK8区P4出 土。ヘ ラない し棒状具 に よる太 い沈線 をめ ぐらせ 、その中に縄文 と櫛描 き平行線文 を

配する。内面はていねいにヘ ラミガキ・され る。胎土に砂粒 を多量に含み、素地 は茶褐 色、表面 は黒色 を呈
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す る。

71は 無頸壷 の 口縁部で 、L7区 出土。ヘ ラない し棒状具 による太 い沈線で重 山形 を描 き、その間に縄文

を配す る。胎土 に砂粒 を多量 に含み、淡茶 褐色 を呈す る。

図示 したものは以上 だが 、この他 にも縄文 を地文 とし沈線 をもつ 中期 的な ものや 、赤彩 された後期 的な

ものが あるが、量的には中期 的な ものが 多い。

㊥ 小 結

以上 出土土器の個 々につ いて大 まか に説明 した。 ここではSI1出 土土器 をは じめ とす る土器群 の年代

と特 色につ いて少 し述べ てみ る。

飯 山地 方の弥生土器編年 北信地方 の弥生時代の 中期か ら後期 の土器編年は、笹沢浩 氏によって、新諏

訪町III(荒 山)→ 栗林1→ 栗林II→ 百瀬→吉 田→ 箱清水→御 屋敷の編年案が示 されてい る(笹 沢1977)。 また

神村透氏は笹 沢案 を概ね踏襲 し、栗林1古 →(荒 山)→ 栗林1新 → 栗林II→ 吉 田→ 箱清水→ 御屋敷→ の編年

案 を示 されてい る(神 村1988)。

飯 山でも笹 沢編年 に基づ いて高橋桂 ・太田文雄両 氏によって、小境→ 鍛冶 田D→ 鍛 冶田C→ 田草 川尻1

→ 田草 川尻IIの 編年案が示 されている(高 橋 ・太田1980)。

そ してこれ らの編年 の対応 は表2に 示 した とお りであるが 、この対応は厳密 な対応ではない。

この編年 を今大づ かみにみてみ ると、中期 後半 は、中野市栗林 遺跡出土土器 を指標 とす る栗林 式土器 を

編年 の核 として、後期 は長野市箱清水遺跡出土土器 を指標 とす る箱清水 式土器 を編年の核 として、両 型式

の細分 お よび両者の間 をうめ る形で中間型式 を設定 している。 そ して細分や 中間型式の設定は、栗林 式の

もつ要素(中 期的要素)と 箱清水式の もつ要素(後 期 的要素)の 多寡 によっている。

栗林式の要素 は①壺の形態が下ぶ くれで長頸で ある。②ヘ ラないし棒状具 による沈線文(平 行 線文 ・山

形文 ・波状文 ・懸垂文)や 刺突文の盛行 、③ 文様帯の地文 として、また 口唇部へ の縄文の施文 、④ 口縁端

部 の指 オサエの存在 、⑤ 甕は 口縁部が短 く外反 し、体 部:最大径が上位にあ る、⑥ 「コ」の 字重 ね文 の存在・

な どが あげられ る。

箱清水式の要素 は、①形態 ・技法 とも画一化 され ていること、②壺 は大 き く朝顔状 に開 く口縁部 をもち、

頸部 に櫛描 き 「T」 字文 を施す 、③ 高杯 、鉢 の盛行 、④ 赤色塗彩 の盛行 、⑤甕 は口縁部が長 く開 き、不連

続な櫛描 き波状文(中 部高地型櫛描文)が 盛行 、な どが あげられ る。

以下 当遺跡出土の土器 の年代 を栗林編年 に基づ いて考 えてみ るこ ととす る。

Sl1出 土土器の年代SI1出 土土器の特色 を列記す る と、①縄文施文の盛行 、②沈線文の盛行 、③

甕 の 口縁部が受け 口 とな るにせ よ短 く外反する、④高杯 、杯の赤 色塗彩 、⑤甕 における不連続な櫛描 き波

状文の盛行 、が あげられ る。

これ らの うち① ～③ は 中期 的要素 であ り、④ ・⑤ は後期的要素 である。壷 ・甕 な どの基本的なプロポー

シ ョンは中期 的であ りつつ も、施文 において後期 的要素が盛行 している。 したがってSI1出 土土器 は栗

林II式 併行期つ まり中期後葉 におかれ よう。

その他 の土器 の年代SI2出 土土器 は点数が少ない。沈線文 ・縄文 の盛行は栗林式 の特色 であ り、栗

林式の中におか れよ うが 、SI2の 平面形 は隅丸長方形でSI1に 等 しい。古相 をもつ ものが 出土 してい

る とい りことだ ろっ。

SI3出 土土器は栗林式の 中にお さまる。

SI5出 土土器の うち23は 大形の甕 であ るが 、胴最大径 は下位 にあって後期 的である。24の 高杯 は後期

に盛行す る形態であ る。 また図示 していないが 、赤色塗彩 の壺 も存在す る。

しか し沈線文や縄文 も少 なか らずみ られ る。これ らの点か ら、SI1よ りやや後 出的 と考 える。 中期末
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葉 ～後期初頭 と考 えてお く。

SI6の30は 「コ」の字重ね文 をもち栗林 式であ る。66は 「工」字文風の文様 をもち栗林式 でも古式で

ある。 しか し頸部 に櫛描 き簾状文 を もつ甕 があ る。SI1よ り古相で あるが・や は り栗林II式 の中にお さ

まり、II式 で も古 い段 階におか れよ う。

SB2は 、大形の鉢35が 出土 しているが 、鉢は 中 ・後期 を通 じて形態 の変化があ ま りない・今後 の課題

であ る。

遺構以外の出土 品 も、沈線文、縄文 の盛行 、甕 の形態か らその中心 は栗林II式 にあ ると考 え られ よっ・

表2弥 生土器編年の対比

畿 内 千 曲 川 流 域

(笹沢1977)(神 村1988)

飯 山

(高橋 ・太 田1980)

前

期

古
1期 新

(新諏訪町1) 林 里

中

期

II期 (新諏訪町II) 伊勢宮(新 諏訪町)

古

III期

新

新諏訪町III(荒 山)

栗林1

栗林II

栗林1古

栗林1新

栗林II

小 境

鍛冶田D

鍛冶田C
一

N期 百 瀬

後

期
V期

吉 田

箱清水

御屋敷

吉 田

箱清水

御屋敷

田草 川尻1

田草川尻II

十

柳 町

古

墳

文 献1-134号23ペ ー ジお よび文献2・ 文献5よ り作成

参考文献

-
占

9
]

り
0

4

FO

笹沢浩1977「 入門講座 ・弥生土器一中部高地1～3」 『考古学ジャーナル』131・133・134

飯山市教育委員会1980r長 野県飯山市旭町遺跡群一鍛冶田』

飯山市教育委員会1978『 長野県飯山市田草川尻遺跡II』

飯山市教育委員会1985r長 野県飯山市旭町遺跡群一北原遺跡IV』

神村透1988「 弥生土器」『長野県史』考古資料編全1巻4

B石 器(図22、 表3)

調査 区内よ り出土 した石器及び石製品は、総数 で約200点 に及ぶ。 この うちのほ とん どは安 山岩製 の剥

片 ・砕片であ り、製品 もし くは使用 した と思われる石器は図22に 掲 げた僅 か13点 であ った。なお、剥 片が

多 く出土 した遺構 はSI1、SK21で ある。 これ らの石器の年代 につ いては、出土状態か ら弥 生中期 に限

定 して さしつか えない と考 える。以下 に図示 した石器 を個体 別に説明 を加 えてい くこ ととす る。

(1)石 鎌

、 舌部が欠損するが、扁平で優美な礁 を呈している。不定形な横長の剥片を刻 オとし・縁辺のみに

細か な交互剥離 を施 している。SI4の ピッ ト28よ り出土 している・

2青 白色の凝灰岩系統 の石材 を素材 としている。舌部 の大 きな有茎鎌 で、尖頭部 は特 に入 念に加工 さ
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図20弥 生 時代 の土器1
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図21弥 生 時代 の土器235～541455～7213
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れている。比較的厚みがあ り、正 面側 は急斜 な加工が施 されて いる。K-10区 の ピットより出土 している。

3小 形 の石鎌 であ る。正面左縁辺 が欠損 しているの で、本来は有茎の整った二等辺三角形 を呈 して い

た もの と思 われる。正面に比較 し裏面はやや雑 な整形 である。J-8区SI2に 近接 した ピッ トよ り出土

して いる。

4身 中ほ どよ り欠損 している。横長のやや 反った剥 片 を素材 としてい るため に、先端部 は上方 に反 っ

ている。周縁に加工 を施 して整形 して いるのみであ る。K-10区 の ピッ トよ り出土 している。

5未 製品 と思われ るよ うな雑 な作 りの鎌 であ る。湾曲 した素材 に周縁や舌部 の挟 りを入れて仕 上 げて

い る。M-10区 の出土。

6尖 頭器の範疇 に入るか もしれない。交互剥離に よって仕上 げているが、加工 自体 は雑 な作 りで、形

態 も整っていない。基部側 は、折 損 した後正面左縁 ・裏 面左縁か らそれ ぞれ樋状の加工が施 されてお り、

再加 工 して使用 したこ とが伺 える。原形 は石槍 であった ろう。

(2)石 錐

7安 山岩 製の剥 片 を素材 とし、尖鋭 な刃部 を作 り出して ドリル として いる。正 面側 は、先端左側縁 に

簡単 な加工 を施 し、主 に裏面に 多 くの整形加工 を施 してい る。J-10区 のSI4ピ ット21よ り出土している・

(3)ス ク レイパ ー

定型的 な石器でな く、石器の縁辺に刃部 を作 出 した削器的機能 を想定 した石器の総称 として 「ス クレイ

パー」 とした。

8 .:横長の剥 片 を素材 とし、湾曲 した第一 次剥離面 を正面側 として裏面側端部に刃部 を作 出 している・

安 山岩製で、SI3の ピッ ト19よ り出土 してい る。

9第 一次剥離面の打面 を上部 に して図示 した。刃部が周縁に くまな く施 されてい るために、図示の方

法につ いて も躊躇 した。刃部 は正面 の全周に及び、特 に入念に施 され る部分 は図の上 面の弧状 の形態 を呈

している箇所 である。右側 につ まみ上 に挟 られた箇所 があるが、意図的であるか どうかはにわか に判断 で

きない。裏 面側 には加 工は施 されていない。SK4内 よ り出土 した。

10横 長剥 片 を素材 とし、側 縁の端部 に加工 を施 している。打製石斧 に も似 るが、重量感 はない。SK

21の 出土であ る。

11大 型剥 片の裏面端部に加工が施 され る石器であ る。破損 してい るため に形態 については判 然 としな

い。SI1よ り出土 している。

(4)石 核

12塊 状の石核 で、縦長の作業面が看取 されるが、 多方 向か ら大小 さまざまな剥片 を作出 している。打

面 は調整 されてい る。L-7区 の ピッ トよ り出土 した。安 山岩製。

(5)砥 石

赤 みがか ったレンガ状 の軟質の石 材で、上下両端 を欠 くが、扇状 の砥石 である。使い込まれたと思 われ・

作業 面が凹状 になっている。SB4の ピッ ト3の 出土であ る。

C土 製 品(図23)

土製 品 として紡錘車お よびその未製 品が計4点 出土 してい る。すべて弥生時代 の竪穴住居趾 か ら出土 し

てお り、弥生土器片 を用いてつ くられてい る。

1・2は 未製 品である。1は 、赤色塗彩の鉢 の破 片を用 いてお り、片側か らの孔が ほぼ裏面に達 す ると

ころまであけ られている。直径3.5～3.8cm、 厚 さ0.5cm。 重 さ8.99。SI6の 周溝 内側の ピッ トP23か ら

出土 してい る。2は 中央の孔 をあけ るに両側か らあけているが、共 に浅 く、一方はわずか に点 として残 る
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図22弥 生時代の石器12
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程 度 で あ る。 甕 の小 片 を用 い て い る 。 直径2.4～2.6

cm、 厚 さ0.6cm、 重 さ4.99。SI3の 中 央 ピ ッ トP

1か ら 出土 して い る。

3・4は 製 品 とな っ て い る。 孔 の あ け方 は ど ち ら

も両 面穿 孔 と思 われ る。3は ヘ ラな い し棒 状 具 に よ

る波 状文 を持 つ 壺 の小 片 を用 い て い る。 直 径4.2～

4.4cm、 厚 さ0.4cm、 重 さ10.29。SI4の 円 形 にめ

ぐる主柱 穴 の1つP18か ら 出土 して い る。

4は 櫛 描 き波 状 文 の甕 の小 片 を用 い て い る。 直 径

3.3cm、 厚 さ0.45cm、 重 さ7.09。SI1の 焼 土 の 北

側 付 近 か ら出土 して い る。

図23紡 錘 車11VP182SK12

3K10P14SI11:2

表3出 土石器 ・石製品計測表

番号 石 器 名 石 質 長さ
cm

幅
cm

厚 さ
cm

重量

g

破損 備 考 石器固体番号

1 石 鎌 安 山 岩 3.4 1.9 0.5 2.4 0 SI4 J9-P9

2 石 錺i 凝 灰 岩 3.6 1.7 0.5 2.4 K10-P6

3 石 鎌 安 山 岩 2.0 1.1 0.3 0.5 0 J8-P5

4 石 鎌 安 山 岩 2.0 1.3 0.2 0.6 0 K10-P7

5 石C 安 山 岩 2.7 1.4 0.4 1.5 M10

6 石 鎌 安 山 岩 4.1 1.8 o.s 5.7 0 K6-P2

7 石 錐 安 山 岩 8.3 3.1 1.8 32.9 SI4 G10-P2

8 ス クレ イパ ー 安 山 岩 3.7 5.3 07 14.4 SI4 K7-P2

9 ス クレ イパ ー 安 山 岩 6.1 10.4 2.0 102.5 SK4 SK4

10 ス クレ イパ ー 安 山 岩 6.8 5.6 1.2 65.4 0 SK21 SK21

11 ス クレ イパ ー 安 山 岩 7.2 6.4 1.5 101.9 0 SI1 SI1-116

12 石 核 安 山 岩 6.0 5.2 4.8 169.2 SB4 L10-P1

13 砥 石 砂 岩 6.8 5.9 2.9 137 O
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第5章 その他の遺構 と遺物

1お と し 穴(図24)

動物 のお とし穴 と推定 され ている方形土坑が1基 検 出されてい る・

(1)SKl

D_7区 にあ る。長径98cm、 短径67cmの 楕 円に近 い隅丸長方形プ ランで、深 さは162cmを 測 る・壁面は・

南側が垂直 、その他 の壁 面 も急斜 に掘 り込 まれてい る。坑底 は長径70cm・ 短径40cmの 隅丸長方形で・底面

は平坦 であ り特別 な施 設は認め られない。埋土は黒色土が均一 に入っていた・出土遺物 はない・

2溝 状 土 坑(図24)

=溝状土坑は、調査地 内にお いて計9基 が検 出 されている。 これ らの溝状土坑は 『Tピ ッ ト』 『溝状 ピッ

ト』 な どとも呼称 されている ものである。各遺 構内 よりの出土遺物は全 くなか った・

(t)sKs

H-8区 にあ り、中央部 をSK7に 切 られ る。長径390cm、 短径24～32cmで 南北方向にのび る。深 さ62

～72cm 。埋 土は通常の黒色土のみでな く上層は黒色土、中間層 に地 山の黄色粘質土 と淡褐 色粘 質土がは さ

ま り、最 下層が黒色土 となって いる。北 より中央部 を排水用 ビニールパ イプが通 っている・

(2)SKg

J7・8区 にあ る。北端 は道路 によって切 られている。長径216cm以 上、短径10～22cm、 深 さは南端で

46cmを ミ則る。

(3)SK10

J-9区 にある。長径240cm、 短径14cm、 深 さは南端 で70cm。

(4)SK13

L-7区 にある。長径285cm、 短径20～24cm、 深 さ60～72cm。 東端近 くを小 ピ ッ トに切 られ る。

(5)SK14

L・M-10区 にあ る。長径276cm、 短径14cm、 深 さは東南端25cm,西 北端56cmを 測 る。

(6)SK15

K・L-11・12区 にあ る。長径301cm、 短径15cm、 深 さ39cm。

(7)SK18

J-6区 にあ る。北端 は道路に切 られ、南端は調査区外にのび るため長径は不明。短径12～22cm。 深 さ

は中央部 で58cmを 測 る。

(8)SK19

J-5区 にあ り、中央部 をピッ トに切 られ る。北端 は道路に切 られてい る。長径195cm以 上 、短径13～

16cm、 深 さは南端部で62cm。

(9)SK22

G_3区 にあ る。北端が調査区外へ のびるため長径 は不 明。短径13cm、 深 さは中央部 で52cmを 測 る・

⑩ 小 結

これ らの溝状土坑 の検 出位置 は長峰丘頂 で東へ開 く沢の頂部に あた る・

分布 をみる とSK19・18・9・10の4基 が丘陵尾根線に沿い、主軸 を等高線 に平行 して・約6mの 間隔
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図24溝 状 土 坑 1:80
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をお いて並列 してい る。 またSK13・14・15は 、東へ 開 く沢方 向へ放射する状態 で弧 を描 き、8・5m～13・5

mの 間隔で位 置す るように も見える。

規模 は、弧状に並 ぶSK13・14・15が 長径276～301cm、 短径14～24cmと 、それぞれが ほぼ同様 な大 きさ

であ り、また並列 す るSK19・18・9・10に ついて も、長径 の不 明な ものもあ るが長径230cm前 後 、短径

10～22cmと やは りほぼ同 じ大 きさであ ると思 われ る。SK8だ けは他 と比べて大 きい。

同 じような土坑は1977(昭 和52)年 調査(小 林 ・児玉1978)に おいて も3基 検 出されてい る(図8参 照)・

これ らの溝状土坑 の年代については、出土遺物が な くよ くわか らないが 、他の例 か ら一応 、縄文 時代 の

もの と考 えてお く。

3そ の 他 の 土 坑(図25)

その他の土坑 として、江戸時代 の墓拡 と思われ る銭貨 ・鉄製 品出土の土拡SK3と 、それに準ず る土坑

SK2.4・5・6・7の5基 、計6基 の土坑 が、E～H-7・8区 で検 出 されて いる。 ここは丘陵頂平

坦部 の中央 にあた る。

(1)SK3

F-7区 にある。長径73cm、 短径63cmの 円形に近い楕 円形 のプランであ る。深 さは南側のふ ちか ら54cm。

出土遺物は、砿底 よ り23～28cm上 へ 浮いた ところの、黒色土層 の最:下部か ら:寛永通宝 と鉄製品が各1点 ず

つ 出土 してい る(図26)。

寛永通宝は、ふちの一部 と内側 を小 さ く欠いている他は破 損腐 食 も少な く、文字 ははっき り読み取 るこ

とがで きる。直径2.4cm、 円中央の正方形の孔は一一辺0.6cm、 重 さ1.8g。

鉄製 品は、板状長方 形の刃物 の半身 と思われる。刃先部が無いので長 さは明 らか でないが、12・13cm前

後 と推定 され る。幅2.2cm、 背 の厚 さ0.2cm、 重 さ20.79。 基部中央に直径約0・1cmの 小孔が ある・ さびが

全面に付着す る。

SK3は 、銭貨 と刃物の出土か ら墓拡 と考 えられる。

(2)sK2

E・F-8区 にある。長径68cm、 短径58cmの 円形に近 い楕 円形プ ランである。深 さは8～10cmを 測 り、

坑底は平坦 であ る。出土遺物 はない。

図25土 坑 実測 図1:40
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(3)SK4

F-7・8区 にある。長径60cm、 短径50cmの 楕 円形 プランである。深 さは13～15cm。 坑底 は平坦だが 、

直径13cm程 度のあさい小穴が2つ ある。出土 遺物 はない。

(4)SK5

G-8区 にある。直径56cm、 短径44cmの 隅丸長 方形プ ランで、深 さは41cmを 測 る。上層 の黒色土か ら炭

の小 片が分散 して検 出 してい る。坑底 は平坦であ る。出土遺物 はない。

(5)SK6

H-7区 にある。直径62cmの 円形プ ランで、深 さ22～26cm。 坑底 は平坦 である。出土遺物 はない・

(6)SK7

H-8区 にあ り、溝状土坑SK8を 切 る。直径93cm、 短径60cmの 隅丸長方形 プランであ り・深 さ32cm・

坑底 は平坦 。他 と くらべ る と、大 きい。

図26 SK3出 土遺物 1
●

● 2, 1 1
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第6章 結 語

飯山盆地北半 を2分 す る長峰丘陵北端 の照里地域は 、往 時 よ り弥生時代の遺跡 として知 られていた。「信

濃史料」 の地名表に よれば 、光明寺 前遺跡 として記載 されてい る。その後 、飯 山南高等学校 照丘分校 が こ

の地に設置 され、校地 内か ら数 多 くの弥生時代 の遺物が 出土 した こ とか ら何時 とはな しに私達 の間で照丘

遺跡 とよぶ ようになった。遺跡 の範囲については、長峰丘陵北端に所在す る光 明寺か ら飯山市 立第三 中学

校敷地 までの地域 である。

昭和36年 、飯 山南高等学校定時制の太 田 ・常 盤 ・外様3分 校が統合 され、新 たに照丘分校 と して 出発す

るこ ととなった。新校舎建 設地 が、光 明寺前遺跡 として知 られ ていた長峰丘陵の北端 部に決定 した・昭和

35年 より校舎建設地の地均 し工事 が始 ま り、工事 中に若干 の弥生土・器破片が出土 した とされてい る・昭和

37年4月 照 丘分校 に赴任 した筆者 は、折 に触れて付近 を踏査 し、遺物 の採集に努め た。筆者が赴任 した 当

初は、校舎前 は樹木が伐採 されたま まで丘陵 の面影はその まま残 され ていた。赴任 して間 もな く校 舎南面

のグラン ド整地作業が始 まった。ブル ドーザー の整地の合 間 をみて遺物採集の 日々がは じまった。 ブル ド

_ザ ーに よる破壊 はす さま じく、遺物採集が精一杯で遺構 の発見な ど到底不可能 であった。同年8月 丘陵

頂部付近 に工業 コー ス実習室建設のための整地作業が行 われるこ ととなった。そこで急拠、浬 滅 しよ うと

す る遺跡の一部で も確認 しよ うと神 田五 六、桐 原健両氏指 導の もとに調査 を実施 した。調査地点が 、二次

堆積 と思 われ る所であ り、遺構 の発見は出来なか ったが、弥生中期土器 片を多量に得 るこ とが で きた・昭

和38年 頃、現 グラン ドの北東隅 に生徒飲用水 の溜井戸掘 り作業が、教職員の手で行 われた・ その折 ・径1

m、 深 さ1m位 の円形状土砿 が発見 され た。土拡の側壁 には、矢板 が整然 とめ ぐらされ・内部か ら ドング

リ、 クル ミ等の炭化物が出土 した。 明 らか に貯蔵 穴であった。同年工 業 コー ス実習室東側 の整地作業が行

われた。その折 、明 らかに住居趾 と思 われ る遺構や柱 穴が い くつか発見 された・ そして・住居趾 内の柱穴

と思 われ る付近 で籾殻の炭化 物が採集 され た。 その後 、昭和52年7月 小林幹 男、児玉 卓文 氏等 に よりグラ

ン ド南端 で調査が行 われ た。

さて 、今回の調査 は、飯 山照丘高校 プー ル と小体育館建設 に伴 うものであるこ とはすでに触 れたが・調

査地点 は工業 コース実 習室建設のために削平 され た場所であ.り、全 くの手つかずの場 所は丘陵部 よ り東側

に傾斜 を示す沢状の部分だけ であった。従 って、遺構が検 出で きるか否か危惧 されたが、結果 的には弥生

中期後半か ら後期初頭 の住居趾6棟 、掘立柱建物趾4棟 が発見 された。 しか し、これ らの遺構 も一部 を除

いては、破壊 、撹 乱 をうけていた。従 って出土遺物 も住居趾検 出の割 には きわめ て僅 少であっ た・出土土

器は、弥生 中期の土器が大部分 であ り、飯山地方弥生中期 土器研究 に貴重な資料 である・仮 に何 回かにわ

た る破壊 を受 けなか ったな らば、相 当貴重な遺物が 出土 したか も知 れない。そ う考 える と照丘分校 建設の

折に基本的な発掘調査 が行 われなか ったこ とが、かえすが えす も残 念である。当時の情勢や埋 蔵文化財 に

対す る人び との認識が、今 一歩であったに して も、 もっ と埋蔵文化財 に対 して積極 的に対応で きなか った

筆者の責 任は大 きい。 た とえば、貯蔵 穴出土の折の対応 、籾殻の炭化物が 出土 した際の対応。今考えると、

何故 もっ と積極 的に学校 当局や市教育委員会 に働 きかけ をしなか ったのだろ うか と悔や まれて な らない。

考古学 を学ぶ者の__..人として恥ずか しい限 りである。一度失 われ た埋蔵文化財は、再 び戻 って はこない。

こんなあた り前の ことを今 回の調査 を通 じて改めて認識 した次第 である。

最近 、飯 山地方で も大規模 な発掘調査 が行 われ るようになった。新 しい発見 も枚 挙に逞が ない。しか し、

発掘調査 は同時に破壊行為 である ということを忘れない ように したい と思 う。飯 山地 方の最近 の調査かち・

弥生時代 の遺跡 を改めて眺め てみ る と小 泉遺跡 、上野遺跡があげ られ る。小泉遺跡は・木棺墓群 をは じめ
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として弥生 中 ・後期 の住居吐 が 多数発見 され、当地方 の弥生文化究明に重要 な資料 を数 多く提供 して いる・

上野遺跡は、千 曲川辺 りの遺跡 として、重要 な位置 を 占め ている。 そして、尾崎遺跡 ・法寺遺跡・堀 ノ内

遺跡 、小境押 出遺跡 、柳 沢遺跡 、東長峰遺跡、西長峰遺跡 、岡峰遺跡・鍛 冶田遺跡等 ・外様平 を挾 んで・

関田山脈の東麓 、長峰丘陵上 に数 多 くの遺跡が存在す る。これ らの遺跡は・比較 的規模 も大 きく弥生 時代

のムラ と考 えて よいであろ う。これ らのム ラが どの ような構造 をもって いたのか・そ して・これ らのムラ

の中で どこが 中心的な役割 を果 た していたのか。 そして、 これ らのムラが それ ぞれ どの ように関連 し合 っ

て存在 したのだ ろうか。今後 の重要 な研 究課題 といえるだ ろう。勿論 ・そのため には・土器研 究を通 して・

遺跡の年代 的同時性 を認定す る基本的な作業が必要 であるこ とは、い うまで もないことであ る・この よっ

な弥生時代 の集落研究 に照丘遺跡 の果たす得割が 、 きわめ て重要であ ることはい うまでもないことである・

終 りに、い ちいちお名前 は記 さないけれ ども本調査 に ご指導 ・ご協 力 を賜わった皆 さまに対 して厚 くお

礼申 し上 げる。
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PLATE



PL1 照 丘 遺 跡

遺 跡 遠 景(鷹 落山サ テライ トよ り)1986.5

遺 跡 全 景(南 か ら)



PL2 照丘 遺 跡

発掘に先立ち樹木の伐採

重機による表土除去

表土除去後の調査地(南 から)



PL3 照 丘 遺 跡

1区 調査風景(西 か ら)

II区 調査風景(南 か ら)



PL4 照 丘 遺 跡

II区 完掘状態(北 か ら)

III区完掘状態(北 か ら)



PL5 照丘 遺 跡

調査開始式

SI1遺 構上面

SI1調 査風景



PL6 照丘 遺 跡

SI1遺 物分布状態

SI1遺 物取 り上 げ準備

SI1帯 部分 の遺物状況



PL7 照 丘 遺 跡

SI1土 器出土状 態

SI1紡 錘車 出土状態

SI1完 掘状態



PL8 照丘 遺 跡

SI2調 査風景

SI2完 掘状態

SI3完 掘状態



PL9 照 丘 遺:跡

SI4完 掘状態

SI5完 掘状態

SI5P1土 器出土状態



PL10 照 丘 遺 跡

SI6上 面調査風景

SI6遺 構検出状態

SI6柱 穴群



PL11 照 丘 遺 跡

SI6の 中 のSK21

SBl

SB2



PL12 照 丘 遺 跡

SB2-P1土 器 出土状態

SB3

J8-P1土 器出土 状態



PL13 照 丘 遺 跡

SK1調 査風景

SK1調 査風景

SK1完 掘状態



PL14 照 丘 遺 跡

SK8

SK10

SK13



PL15 照 丘 遺 跡

SK14

SK15

SK3銭 貨,鉄 製 品出土状態



PL16 照丘 遺 跡

SK3

SK5

KL-12柱 穴 群



PL17 照丘 遺 跡

M-9柱 穴群

KL-10,11柱 穴 群

平板測量風景



PL18 照 丘 遺 跡

弥 生 時 代 の 土 器



PL19 照 丘遺 跡

弥 生 時 代 の 土 器



PL20 照丘 遺 跡

弥 生 時 代 の 土 器



PL21 照 丘遺 跡

弥 生 時 代 の 石 器



PL22 照 丘 遺 跡

紡 錘 車 江戸時代の銭貨・鉄製品
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